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令和７年 網走市議会 

令 和 ６ 年 度 各 会 計 決 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録  

第５号 令和７年９月18日（木曜日） 

 

 

 

 

○日時 令和７年９月18日 午前10時00分開会 

○場所 議 場 

○議件  

１．認定第１号 令和６年度網走市各会計歳入歳 

出決算について  

 

○出席委員（13名） 

委  員  長    栗 田 政 男 
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            里 見 哲 也 

            立 崎 聡 一 
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            平 賀 貴 幸 

            深 津 晴 江 

 古 田 純 也 

            古 都 宣 裕 

            村 椿 敏 章 

 

○欠席委員（１名）   澤 谷 淳 子 

 

○委員外議員（０名） 

 

○説明のため出席した者 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企 画 総 務 部 長    秋 葉 孝 博 

 財 政 課 長    小 西 正 敏 

 財 政 係 長    池 田 亮 太 
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 教 育 長    木野村   寧 

 学校教育部長    高 橋 善 彦 

 社会教育部長    伊 倉 直 樹 

 学校教育部次長    小 中 理 司 

 学校教育課長    里 見 達 也 

 学校教育課参事    中 野 敏 博 

 社会教育課長    湯 浅   崇 

 スポーツ課長    大 西 広 幸 

 スポーツ課参事    佐 藤 潤 一 

 美 術 館 長    古道谷 朝 生 

 図 書 館 長    佐々木 修 司 

 博 物 館 長    （社会教育部長） 

………………………………………………………… 

 監 査 委 員    藤 原 誉 康 

 監 査 委 員    小田部   照 

 監査事務局長    高 橋   勉 

 

○事務局職員 

 事 務 局 長    岩 尾 弘 敏 

 事 務 局 次 長    本 橋 洋 樹 

 総務議事係長    和 田   亮 

総 務 議 事 係    平 間 公 稀 

       係    山 口   諒 

 

午前10時00分開会 

○栗田政男委員長 おはようございます。 

 本日の出席委員は13名で、定足数に達しており

ます。ただいまから、令和６年度各会計決算審査

特別委員会を開会いたします。 

 本日の委員会には次の委員から欠席の届出があ

りました。報告いたします。 

 欠席、澤谷淳子委員。 

 それでは本日の日程であります認定第１号令和

６年度網走市各会計歳入歳出決算についてを議題

といたします。 

 認定第１号中、教育委員会の所管に関する質疑

に入ります。 

 それでは質疑に入ります。挙手をどうぞ。 

深津委員。 

○深津晴江委員 おはようございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、報告書の65ページの一番上、スクー

ルバス運行費についてから始めます。これについ

て、予算額と決算額、乖離があるかと思うのです

けれども、その乖離の理由について御説明をお願

いいたします。 

○里見達也学校教育課長 スクールバス運行費の

予算額と決算額の乖離でございますが、ここにつ

きましては、スクールバスの下校便につきまし

て、当初見込んでいた本数よりも、いわゆる減便

というのがございます。 

学校の行事あるいは授業によって使わない便と

いうのがございますので、その減便分による運行
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費の減ということでございます。 

○深津晴江委員 わかりました。 

実績の中に（１路線増設）とかありましたの

で、増えるかな。あるいは運転手の人件費などで

上昇するものかなと思っていたのですが、減額に

なっておりましたが、学校の事情による減便とい

うことで理解したいと思います。 

それで運転手については問題なく充足されてい

らっしゃるのでしょうか。 

○里見達也学校教育課長 今おっしゃられたとお

り、令和６年度につきましては、登下校便の路線

の増を行ったところでございます。 

具体的には、登校便を東部西部で３路線増やし

ました。下校便につきましては、１路線増という

ことになって運行しております。 

運転手等の対応ということでございますが、今

のところ、運行委託のバス会社と協議をしている

中では対応ができているということでございます

が、引き続き、委託会社と協力を得ながら、現行

の路線体制を維持していきたいと考えておりま

す。 

○深津晴江委員 よろしくお願いしたいと思いま

す。 

やはり、郊外のスクールバスがないと、なかな

か保護者の送り迎えは難しいかと思いますので、

持続できるようにお願いしたいと思います。 

次にその下段ですが、あばしり寺子屋開催事業

についてです。これについて、東京農業大学の学

生によるボランティアのサポート学習ということ

で、学生のボランティアは何人いらっしゃるので

しょうか。 

○小中理司学校教育部次長 農大の学生の皆様に

お手伝いいただいているボランティアですけれど

も、10回あるうち回によって違いまして、あくま

で学生のボランティアの申込みの数によって増減

がございますけれども、大体10名から15名ぐらい

が平均と思っております。 

○深津晴江委員 その回によって、ボランティア

してくださる学生さんの人数が違うということに

ついては理解したと思いますが、そのときによっ

て10名か15名の、たしか、これはお弁当代と認識

しているのですが、お間違いないでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 さようでございま

す。 

○深津晴江委員 それで、10回実施されていらっ

しゃるのですが、目的が学習習慣の定着とありま

すが、その評価、なかなか難しいかと思うのです

が、原課といたしましてはどのように評価なさっ

ているでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 10回実施している中

で、何度か保護者様からアンケートも取らせてい

ただいているのですけれども、全ての御家庭から

御回答いただいているわけではないのですが、御

回答いただいた御家庭につきましては非常に好評

な評価を得ているところでございます。 

○深津晴江委員 好評というのは、学習習慣が家

でも継続されているということで受け止めてよろ

しいでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 私もそのように受け

止めておりますけれども、少しそこら辺につきま

しては、各家庭でいろいろな事情もあるかと思っ

ているところでございます。 

○深津晴江委員 この寺子屋、すごく、保護者の

皆様から好評なのです。やはり、こうやって学生

さんたちのいろいろなサポートを受けたら、子供

がすごくやる気になったり、仲間とやるという状

況でいうとすごく好評なのです。 

これの今後の方向性はいかがでしょうか。この

まま同じだと、もったいない気がするのですけれ

ども、今後の見通しについてお聞かせください。 

○小中理司学校教育部次長 今、委員がおっしゃ

るとおりで、好評がゆえに様々なさらなる希望と

いいますか、こういうふうにしてもらえないだろ

うかという声は、正直アンケートでもいただいて

おります。 

この事業も大体丸10年過ぎたところで、一つの

事業を10年この大枠でやってきましたので、10年

前は土曜日授業というのが一つの大きなテーマの

中で始まったものでしたけれども、今後また

ちょっと時代も変わり、保護者様のニーズも変

わっている部分がありますので、アンケート等の

中身もしっかり精査しながら、それについては今

後しっかりと検討させていただきたいと考えてお

ります。 

○深津晴江委員 やはり、学校の勉強でなかなか

ついていけない御相談を受けたときに、こういう

ところがあるから利用してみたらというところで

私も勧めた経緯もあったりしますので、ぜひ、今

御説明いただいたとおり、様々なニーズがあるか

とは思うのですが、学校とはちょっと違うサード

スペースの意味でも、ぜひ、この事業については

さらなるパワーアップしながら継続していただけ
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ればと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

次いきます。次、66ページの児童生徒カウンセ

リング事業についてです。スクールカウンセラー

の配置人数としては５名、年間勤務日数としては

延べ278日という実績が書かれていますが、実際に

カウンセリング事業を利用した児童生徒の人数を

教えていただければと思います。 

○中野敏博学校教育課参事 実際にカウンセリン

グを受けられた児童の人数ということでございま

すけれども、実人数といたしましては児童が35人

でございます。 

○深津晴江委員 今、児童35名ということで、生

徒はいらっしゃらないということでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 申し訳ありません。

児童生徒が35名でございます。 

○深津晴江委員 理解いたしました。 

ということで、実際35名の児童生徒が利用して

相談してくれているということですけれども、延

べ日数は出ているのですが、例えば１人というの

でしょうか、児童生徒が何回ぐらい利用した回数

とかあるでしょうか。多分１回で終わった児童生

徒もいるかと思うのですけれども、複数回カウン

セリングを受けた方もいると思うのですけれど

も、その辺りはいかがでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 具体的に、お一人の

児童生徒が何回というところまでは押さえており

ませんけれども、トータルの相談時間としまして

延べ278日で1,373時間ということでございます。 

こちらにつきましては、児童生徒のほか、保護

者であったり、教職員の方の相談、指導助言など

も含まれておりますので、その中で278日のカウン

セリングが行われたということでございます。 

○深津晴江委員 保護者と教職員の方への助言な

どについての回数、人数でしょうか。教えてくだ

さい。 

○中野敏博学校教育課参事 保護者の方が18名、

教職員の方が76名となってございます。 

○深津晴江委員 今後の方向性の中に教職員、保

護者への助言等を行いますということですが、教

職員76名の、先生たちのお悩みというのでしょう

か、そういうカウンセリングも内容的にはあった

のでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 そのように伺ってお

ります。 

○深津晴江委員 わかりました。 

やはり、教職員の皆様も、児童生徒ももちろん

ですが、先生たちもかなり相談したい事情がある

ところについては理解しましたが、これの成果に

ついては、どのように把握なさっていらっしゃる

でしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 児童生徒カウンセリ

ング事業の成果というところでございますけれど

も、年々需要も高まっておりまして、実際に件数

とか相談時間も伸びております。 

こちらの伸びというところは、ニーズの増とい

うところも当然あると思うのですけれども、その

ほか、相談をためらわずすることができる環境が

整ってきている面もあると認識してございます。 

○深津晴江委員 そういう状況で、今後の方向性

としてはいかがでしょうか。引き続きなのか、も

う少し人数を増やしたりとか、何かの方向性があ

りましたらお示しください。 

○中野敏博学校教育課参事 令和７年度のことで

ございますけれども、今年度より網走市専任とし

てスクールカウンセラーを任用してございます。 

 またそのほか、スクールソーシャルワーカーで

すとか、現在活動しております学校教育専門相談

員など関係の専門家、関係機関と連携し、さらに

児童生徒、保護者の方とか教職員の方のお悩みに

答えてまいりたいと考えております。 

○深津晴江委員 わかりました。 

令和７年については、そのように増やしている

ということは私も把握しております。ただ、カウ

ンセリング事業については、やはり、ニーズが高

い状況がありますし、先ほど御説明いただいたと

おり、相談しやすい環境というところでは、私と

しても、とてもいいことだと思っておりますの

で、ぜひ引き続きというのでしょうか、状況を見

ながら、注力していただければと思います。 

ちなみに、児童生徒35名の相談内容は、差し支

えない程度で御説明いただけるでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 相談内容でございま

すけれども、友人関係や家族のこと、あとは勉強

のことが最も多いと伺っております。 

○深津晴江委員 わかりました。 

それでは、次行きます。次、部活動あり方検討

事業についてです。予算と決算、乖離があるかと

思いますが、まず、その御説明をお願いいたしま

す。 

○中野敏博学校教育課参事 決算乖離の内容につ

いてということでございますけれども、こちらに
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つきましては当初予定されておりましたアンケー

トの実施に際して、オンラインで実施としたこと

による経費の削減の分ということでございます。 

○深津晴江委員 わかりました。 

実績②のアンケート調査の実施について、郵送

と考えて予算をつけたけれども、オンラインでし

たので減額になったということで理解したいと思

います。わかりました。 

それで、検討協議会が開催されているかと思い

ますが、令和６年度の実績と今後の見通しについ

てお示しください。 

○中野敏博学校教育課参事 令和６年度の実績と

今後の見通しについてでございますけれども、令

和６年度、このアンケートの実施と検討協議会の

内容から、網走市において部活動の地域展開を進

めるに当たりましては、やはり指導者の確保、練

習場所の確保、そういったところ、また活動経費

の確保というところが最も課題であるというとこ

ろが見えてきております。 

 今年度以降、この後の展開でございますけれど

も、関係団体また地域展開の受皿となってくださ

る意向を持つクラブ等と協議を進めながら、でき

る競技、種目から地域展開を進めてまいりたいと

考えております。 

○深津晴江委員 これにつきましては、ほかの地

域よりも遅れていると、子供からも保護者からも

様々な現場の方たちなどからも、いろいろ御意見

いただいているところでございます。 

それについての認識は、原課といたしましては

どうでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 進み具合というとこ

ろですけれども、人口減少、子供たちの数も少な

くなり教職員の数も減っている中で、いかにして

子供たちの活動機会を確保していくかというとこ

ろになってくるのですけれども、やはり各部活

動、競技、文化活動の受皿となっていただけるク

ラブとか団体、指導者の方を確保していくところ

が、まず最も大事なところだと認識しておりま

す。 

そういった体制の整わない中で、なかなか一様

に令和７年度に地域移行を完了させますというと

ころが、当市、今できておりませんけれども、全

ての部活動の完全移行の期日というところは難し

いですが、今後も一つ一つ、関係団体と協議を進

めながら、しっかりと子供たちの活動機会を確保

できるように取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

○深津晴江委員 先ほど、できるところからとい

う御説明もありましたので、なかなか完璧に整え

てから移行しようというのは難しい状況もあると

思います。 

ただ、今のように様々な課題があるということ

は私どもも理解しているところですが、やはり子

供たちのことを考えて、本当にできるところか

ら、幾つか少年団があったり、いろいろあります

ので、そういうところと関係団体の方たちと相談

しながら、ぜひ積極的に進めていただきたいと考

えておりますが、教育長、大丈夫でしょうか。 

○木野村寧教育長 以前にもお話ししたと思うの

ですが、やはり子供たちの持続可能な活動を保障

できるような環境を準備するのが我々の役目だと

思っていますので、今、参事から話があったよう

に関係団体と連携を取りながら、まずできるとこ

ろからやっておりますけれども。 

国としては、令和13年後期の最終的なところま

では、最低土日の部活動は全て地域でという方向

を出していますので、そこが最終ゴールではない

のですけれども、まず、そこを目指して、ビジョ

ンを策定していくことが必要だと考えています。 

○深津晴江委員 ありがとうございます。やは

り、ビジョンをしっかりさせていただければと思

います。 

はい、次いきます。次、72ページの学校巡回図

書整備事業についてです。巡回のというところで

すが、小学校の全クラスに、図書を置いて更新し

ながらということですが、結果的に、この業務と

いうか事業を展開しているのは、どなたなので

しょうか。 

○佐々木修司図書館長 学校巡回図書事業という

ことで、通称クリオネ文庫と呼んでいるものでご

ざいまして、平成16年にモデル事業として始めま

して、17年から全小学校で実施しているところで

ございます。 

内容については御存じかと思いますが、各小学

校に30冊ずつの図書を配置いたしまして、月に一

度、学級内もしくは学校間で移動しながらロー

テーションを組んで行っている事業でして、主催

というか主は図書館のほうで担当しておりまし

て、本のローテーション等については、学校の用

務員等の御協力をいただきながら実施していると

ころでございます。 

○深津晴江委員 やはり、子供たちが図書に触れ
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る機会、あるいは、月に一度、今御説明いただい

たとおり、いろいろローテーションしていくとい

うことで、様々な視点でとなってくるかと思うの

ですが、結果的に図書館の方が準備をして、学校

に運んで、学校では用務員の方などの協力も得な

がらやっている事業と認識してよろしいでしょう

か。 

○佐々木修司図書館長 そのように認識していた

だいて結構です。 

ただ、学校とも連携会議という形で、随時協議

をしながら対応している感じでございます。 

○深津晴江委員 それでは、学校に置いている図

書の利用状況というのでしょうか、それについて

はどのように把握なさっているでしょうか。 

○佐々木修司図書館長 トータルで９校59学級、

配置については3,300冊を配置して、その中で先ほ

ど言ったようにローテーションを組んで利用いた

だいているところでございます。 

○深津晴江委員 事業の内容については理解して

いるつもりですが、結果的にクラスに置きまし

た、それを小学生がどのくらい見てくれているの

かというところをお伺いしたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○佐々木修司図書館長 すみません。そちらの数

字については、図書館のほうで現状把握している

状況にございません。１人何冊使ったとかいうこ

とですよね。それは押さえていません。 

○深津晴江委員 置いて終わりという事業なので

しょうか。結果的に、なかなか子供たちがどのく

らい見ているのかを把握するのは難しいかとは思

いますけれども、例えば何か借りられるのでしょ

うか、このクリオネ文庫については。 

○佐々木修司図書館長 学校内での利用という形

になります。 

○深津晴江委員 ということであれば、子供たち

から、教室に図書を置いてあるけれども、どうだ

ろうかというところを実際の声を聞いたりとかそ

ういうところで、この事業の成果の評価が必要か

と思いますけれども、学校教育とも関連してくる

かと思いますけれども、どのように考えていらっ

しゃるでしょうか。置いて終わりの事業でよろし

いのでしょうか。 

○佐々木修司図書館長 置いて終わりというか、

読んでいただいて何ぼというのは、もちろんそう

いう考え方でおりますけれども。図書のほうで直

接数字をつかむというのはなかなか難しい部分も

ありますので、今後、学校の連携会議もあります

ので、そちらのほうと話の中でどの程度か押さえ

られるかどうか含めて研究してまいりたいと思い

ます。 

○深津晴江委員 私は、やはり図書は子供たちの

心を育むためには重要な部分かと思いますので、

何冊読んだとかそういうのは難しいかと思うので

すけれども、興味のある分野なのかとか、そこは

多分、会議で連携なさっているかと思いますけれ

ども、ぜひ、さらに子供たちのために、せっかく

１クラス30冊を置くので、その活用についてさら

に研究していただければと思います。よろしくお

願いします。 

それで、決算書の209ページです。一番下、学校

図書館司書配置事業についてです。1,200万円の決

算が出ていますが、これについては、学校図書館

司書の報償費でいいのでしょうか、給料というの

でしょうか、そういうことで受け止めてよろしい

でしょうか。 

○佐々木修司図書館長 そのとおりでございま

す。 

○深津晴江委員 ちなみに何名いらっしゃるので

しょうか。 

○佐々木修司図書館長 現在、学校図書館司書は

４名おります。 

○深津晴江委員 学校図書館、多分巡回しながら

複数の学校を担当していらっしゃると思うのです

けれども、やはり図書とも絡んでくるのですけれ

ども、学校の図書館ってすごく、子供たちにとっ

て重要な場所だと私は認識しております。 

それで、人材がいるかどうかというところは

ちょっとまた置いておいていただければと思うの

ですが、やはり、一つの学校、小規模学校になる

と難しいこともあるかもしれませんけれども、で

きれば、一つの学校に１人の図書館司書の配置と

いうところの今後の見通しについてはいかがで

しょうか。 

○佐々木修司図書館長 学校図書館司書の人数と

いうところでございますけれども、現在４名で３

校から４校、巡回をそれぞれしていただいており

ます。 

人数につきましては必ずしも充足しているとは

ならないのですけれども、限られた人員の中で、

適切に取り組んでいただいているところだと思い

ます。 

また、実際に学校図書館というところが、子供
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たちの学びの場だけでなく、居場所としても機能

しているというところがございますので、今後も

協議しながら進めてまいりたいと考えておりま

す。 

○深津晴江委員 多分、先ほどのカウンセリング

もニーズが増えているとか、いろいろと子供たち

も誰かに聞いてほしいとか、そういう場所づくり

としても、もちろん学びの場ということも重要な

ところだとは思うのですけれども、そういう意味

でも、ぜひ、図書館司書の全校配置に向けて取り

組んでいただきたいと考えております。よろしく

お願いしたいと思います。 

私からは、以上です。 

○栗田政男委員長 次、石垣委員。 

○石垣直樹委員 それでは、よろしくお願いしま

す。 

まず、決算書の209ページ、部活動指導員配置事

業。これは予算が220万円で88万円だったのですけ

れども、実績はいかがでしたか。 

○中野敏博学校教育課参事 部活動指導員配置事

業の実績についてでございますけれども、令和６

年度に関しましては、２校に２名の指導員を配置

しておりました。１名につきましては、年度途中

で御本人の都合によって退任されておりますの

で、最終的には年度末時点では１校１名というと

ころでございます。 

○石垣直樹委員 当初は何校に何名で、２校に２

人配置して１名辞めたのですけれども、どのス

ポーツに配置されたのか教えてください。 

○中野敏博学校教育課参事 ２校でございますけ

れども、まず第一中学校のバレーボール部、そし

て第二中学校の野球部に、それぞれ配置をしてお

りました。 

○石垣直樹委員 当初予定では何校に何名の予定

だったのですか。 

○中野敏博学校教育課参事 当初予定では２校に

２名の配置で、そこは学校と指導してくださる方

との協議になりますが、１名の増を予定しており

ました。 

○石垣直樹委員 ２校に２名の予定で、２校に２

名配置したけれども、１名辞めたという状態だと

思うのですけれども、正しかったですか。 

○中野敏博学校教育課参事 そのとおりでござい

ます。 

○石垣直樹委員 当初計画どおりは配置できたと

いうことを認識しましたが、１名が自己都合で辞

められたというところで、予算が下がったのかと

思っているのですけれども、これは令和６年度を

終わってみて、何か今後こうしてきたほうがいい

とか、もっと退職者が出ないようにするにはどう

したらいいかとか、何かそういった知見は得られ

ましたか。 

○中野敏博学校教育課参事 部活動指導員も部活

動の地域展開とともに指導者の確保というところ

が最大の問題になってくるところだと思います。 

また、部活動指導員に関しましては、大会等へ

の引率も当然いたしますけれども、実際に部活動

指導員としての仕事で、その指導をしてくださる

方が生活できるほどの給与が確保できるかという

ところにも問題がございまして、今後、地域展開

の進み具合とともに、その辺りも指導者の方、学

校と協議を進めながら取り組んでまいりたいと考

えております。 

○石垣直樹委員 そうなのですよ。指導していく

だけで生活がしていけないところがポイントで、

これが次の質問につながっていくのですけれど

も。 

 まず、指導者の確保ですけれども、第一中学校

のバレー部に関してはものすごく言われていま

す。引き続きお願いしたいのですけれども、

ちょっと言おうとしたことを忘れてしまったの

で、次の事業に移りたいと思います。 

引き続き、よろしくお願いします。本当に子供

たちの１年というのは大きいですから、特に中学

校の１年というのは大きいので、１年部活ができ

たかできないかで、高校、大学のスポーツにも影

響しますので、全力でお願いしますというお願い

しかできないのですけれども、よろしくお願いし

ます。 

先ほど、深津委員からもありましたが、部活動

あり方検討事業でございます。こちらは種々質疑

がありましたが、実績はよくわかりました。 

厳しいことを言わせていただきますと、この事

業、はっきり言って何もしていないのではないか

と思うのです。あえて言わせていただきますけれ

ども、アンケートを取って、協議会を１回やっ

た。でも、結果はどうなのか。何もしていないの

ではないかなと。では、どうしたらいいのかと考

えたときに、令和13年までという話もありました

けれども、ビジョンをつくっていくと。そんなの

んきなことは言っていられないのですよ。子供た

ちの１年は非常に大きいので。では、どうするか



- 173 - 

 

というところなのですけれども、民間には相談し

ましたか。網走市内には民間のスポーツ施設が、

企業があります。そこに委託するとか、そういう

検討はされたのか、令和６年度です。その辺をお

聞かせください。 

○中野敏博学校教育課参事 民間クラブとの協

議、相談というところでございますけれども、令

和６年度にそのような実績はございません。 

○石垣直樹委員 今後はそのような動きはしてい

くのですか。自分たちで集めようとしても、なか

なか集まらない。採用しても辞めていってしま

う。自分たちでできないのだったら、民間の力を

借りる。これは今の社会の流れとしては普通だと

思うのですけれども、今後はそのような考えをし

ていくのかどうか。 

○中野敏博学校教育課参事 今後の取組方という

ところでございますけれども、現在先ほどの答弁

でも申し上げましたとおり、関係のクラブですと

か、受皿となっていただける可能性のある団体の

方々と協議を進めております。その中の一つとし

まして、今後、今、委員のおっしゃられていたよ

うな民間のクラブの方とか、そういった方にも相

談、支援を仰ぎながら、全体として取り組んでま

いりたいと考えております。 

○石垣直樹委員 いろいろ複雑な事情があるかも

しれませんけれども、よろしくお願いいたしま

す。 

次に、スポーツ少年団活動支援事業、これが209

ページと、あと別冊で配られたものですね。これ

についてちょっとお伺いしていきたいのですけれ

ども、確認になりますかね。 

別冊の15ページ、様々なスポーツ少年団の活動

支援を行って、このような大会に幾ら出しました

という中で、ちょっと気になるのが二つほどあり

まして、15ページの14番目、網走ベース……、言

わないほうがいいか。苫小牧に、野球ですけれど

も、３人、大会で行っていて、何泊したのかわか

らないのですけれども、３チームでなくて３人で

いいと思うのですけれども、47万8,000円使われて

いるのです。これは長期間の大会だったのか、３

人ではなくて３チームが行ったのか、詳しく教え

てください。３チームが行ったのかわからないの

ですけれども。 

○大西広幸スポーツ課長 こちらの令和６年度に

つきましては、宿泊費の助成はしておりませんの

で、遠征交通費のみの支出となります。 

苫小牧に行かれましたのは野球の少年団で、網

走ベースボールクラブ。こちらは、ほかの自治体

の方も含めてバスで行かれております。広域の

チームになりますので、網走からの参加者は３人

ですけれども、実績的には網走ベースボールクラ

ブとしてバスを借り上げして苫小牧へ行っていま

すので、借り上げバス代、貸切りバス代として47

万8,960円を支出したところでございます。 

○石垣直樹委員 広域で案分することなく、網走

市が全額負担したという認識でよろしかったです

か。 

○大西広幸スポーツ課長 そのとおりでございま

す。 

○石垣直樹委員 では、その次のページのサッ

カーですけれども、これも小樽に３人、網走市の

子供が行っています。48万円。これも同じような

広域のチームで、網走市がバス費用を全部負担し

て大会に行ってきたという内容ですか。 

○大西広幸スポーツ課長 そのとおりでございま

す。 

○石垣直樹委員 決して悪いことをしているとは

思わないのですけれども、例えばサッカーだった

ら11人は最低いる中で、そのうち網走市の子供が

３人で、それを網走市が全額負担するのはいかが

なものかなと思います。 

せめて、人数で案分するとか、普通の家庭とか

で乗り合わせで行くときとかもそうすると思うの

ですけれども、これはあえて網走市がこういう制

度があるから活用して行ったのかと思うのですけ

れども。難しい問題かなと思うのですけれども、

原課としては、これは実績、令和６年度を終え

て、今後の方向性とかも踏まえて、今後どうして

いくのかもお示しください。 

○大西広幸スポーツ課長 確かに、委員の言われ

るとおり、広域のチームで網走市の子は３人、11

人中３人であれば11分の３を支援するというのは

正しいのかなというか、そういう考えになるのか

と思うのですけれども、網走市の少年団に所属し

ているチームとして行くというところで、少年団

への支援というところもありまして、他市町村の

方もいらっしゃいますけれども、そこは我々とし

て団に対しての支援というところもあって、全額

負担したところであります。 

それが正しいのかどうかというところはありま

すけれども、網走市として少年団への支援、全道

大会に出場したというところもありますので、そ
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この支援は令和６年度出しました。令和７年度か

らは案分しますというふうにはなりませんので、

今のところ、このままの状態、やり方で続けてい

きたいと考えております。 

○石垣直樹委員 少年団が網走市のチームで、そ

の団に対しての支援というところで理解したいと

思います。 

続きまして、主要施策の65ページ。大学給付型

奨学費でございますが、これは給付型の大学の優

秀な子供たちにというところでございまして、こ

の寄附者の話を聞くと、網走市から世界で活躍す

る子供たちのためにこれがあるというお話だった

のですけれども、令和６年度はどのような優秀な

子供たちに支援されたのですか。 

○中野敏博学校教育課参事 大学給付型奨学費の

件でございますけれども、令和６年度は２名の奨

学生を決定しております。お二人とも私立の大学

に進学をされております。 

○石垣直樹委員 優秀な私立に行かれた方に給付

したというのがわかりました。理解いたしまし

た。 

続きまして、児童生徒カウンセリング事業につ

いてお伺いいたします。 

これは先ほど深津委員からもございましたが、

５名の方々が延べ278日間、勤務されたというとこ

ろで、大体１人当たり１年間に55日なのかと思う

のですけれども。 

ということは、つまり、このカウンセリングの

方は週に１回、カウンセリングの仕事をしている

のかと思うのですが、残りの６日間、このカウン

セリングの人たちは、ほかにお仕事を持たれてい

る方なのか、会計年度任用職員なのか、これはど

ういう方が、資格を持っていると思うのですけれ

どもスクールカウンセラーとなって活動している

のでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 カウンセラーの方々

の勤務の状況でございますけれども、こちらのカ

ウンセラーの方々は、北海道教育委員会の派遣カ

ウンセラーもされている方々で、網走市だけでな

く、他市町村のカウンセリングも実際に行ってお

ります。 

皆様それぞれ、市内の担当する中学校、小学校

へ巡回をしていただいておりますけれども、週に

１日と決まったものではなく、月に１日以上は巡

回されておりますけれども、実際には学校の状況

とか、児童生徒の方の状況に応じて巡回をいただ

いているところでございます。 

○石垣直樹委員 理解いたしましたが、というこ

とは、地元のことをあまりわかられていない方が

やられているのかなという感想を持ちます。 

この学校には、こういう子供たちがいて、その

親はどうでとか、そういった人間関係、この親と

親は、この子供と子供とか、そういう人間関係が

ない中で単純にカウンセリングを行っているよう

な、地元ならではの網走市ならではの、そういっ

たもの相関図とかがわからない中で行っているよ

うな感じでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 実際のカウンセリン

グの内容といいますか取り組み方というところで

ございますけれども、もちろん、網走市出身以外

の方もカウンセラーにはいらっしゃいますけれど

も、学校と情報共有ですとか、私どもと情報共有

する中で適切に御対応いただいているものと認識

しております。 

○石垣直樹委員 皆さんも経験していると思いま

すけれども、この学年はとか、あの年のこの学年

は注意したほうがいいとか、いろいろあると思う

のですけれども、そういった情報も共有しながら

しっかりやっていただければと思います。 

続きまして、主要施策の67ページ、いじめ対策

事業についてお伺いいたします。予算が2,300万円

で、決算が1,200万円で、これは恐らく重大事態が

あったということで、その費用云々を見ていたの

かと思うのですけれども、実績の中に１番から６

番まで、様々ないじめ対策が行われております。 

網走市は、過去に自分が一般質問で、いじめの

ことを聞いた際に、教育長がおっしゃっておりま

した。網走市にいじめはないとおっしゃっていた

のですけれども、結果、重大事態が起きてしまい

まして、様々な取組をされております。 

令和６年度を終わってみて、今、ほかの自治体

では学校に警察官が行って、いじめは犯罪ですと

いうような指導をしております。網走市として

は、そういった警察と協力したいじめ対策、学校

に警官が行って、これは、うんたら法に違反しま

す、何とか罪ですというような指導は今後されて

いくのかどうか、そういった検討はされたのか、

令和６年度ですね。お示しください。 

○小中理司学校教育部次長 今お話があった警察

の件ですけれども、今後検討してまいりたいと思

います。 

○石垣直樹委員 ぜひ検討していただければと思
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います。 

続きまして、主要施策の68ページ、学校教育専

門相談員配置事業というのがございます。この事

業の目的は、学校が抱える諸問題の未然防止、早

期発見を図ります。取組内容は、専門相談員を配

置し、不登校やいじめ等の諸問題への助言、指

導、保護者対応、総合的な支援体制の強化を図

り、各校統一的な支援体制を確立しますと。実績

においては、児童生徒の保護者からの相談対応

や、個別ケア、会議を通じた学校への助言、指導

とありますけれども、引き続き、不登校やいじめ

等の諸問題の未然防止、発見対応を図りますとあ

りますが、実績の細かいのを聞かないで、１点だ

け伺います。この事業で何件解決されましたか。 

○中野敏博学校教育課参事 学校教育専門相談員

配置事業についてでございますけれども、学校教

育専門相談員のみならず、私どもが学校と協議、

相談をしながら進めている大変重要ないじめ対策

でございますけれども、学校教育専門相談員が学

校を巡回とか相談に乗ったことで、何件解決した

というところは承知をしてございません。 

解決というところだけではなく、学校として取

り組む体制ですとか、学校からの事前の情報提供

に対して、どのように子供たちを指導、また助け

ていくかというところの相談対応というところで

ございますので、実際に、この件はこれで解決と

いうところがなかなか判断の難しいところでござ

います。 

○石垣直樹委員 おっしゃるとおり、これで解決

したというのは、本当に判断は難しいと思うので

すけれども、引き続きよろしくお願いします。 

続きまして、同じページの多文化共生推進事業

についてお伺いいたします。昨日の答弁で、ＪＩ

ＣＡと一緒にやられているということがわかった

のですけれども、ＪＩＣＡといえばホームタウン

の問題が世間一般を騒がしておりますが、令和６

年度、この事業を行いまして、ＪＩＣＡ側から網

走市はホームタウンになりませんかというお話等

はあったのか、お示しください。 

○湯浅崇社会教育課長 ホームタウンの話はＪＩ

ＣＡからはありませんでした。 

○石垣直樹委員 わかりました。 

続きまして、主要施策の70ページ、体育器具整

備事業についてお伺いいたします。総合体育館に

あるトレーニングをするところの室内器具の点

検、修繕、更新を行うということで、コードレス

バイクを２台購入された実績がありますが、もち

ろん点検と修繕は行っておりますよね。確認で

す。 

○大西広幸スポーツ課長 トレーニング器具に関

しましては、毎年全ての機器を点検しておりま

す。 

○石垣直樹委員 わかりました。以上です。 

○栗田政男委員長 次、村椿委員。 

○村椿敏章委員 それでは私からも何点か。 

一つ、この実績や評価書などを見ていくと、今

のいじめの問題もあったり、不登校の子たちが100

名を超えている形になっております。それに対し

て様々な支援をしているというのがよくわかるの

ですけれども、その一つの中の教育支援センター

運営事業、不登校児童生徒が通うところですね、

クリオネ学級ですけれども、ここを利用されてい

る方が17人となっているのですけれども、ここに

ついて少ない感じがしているのですが、原課とし

ては、どのように押さえているか伺いたいと思い

ます。 

○中野敏博学校教育課参事 学校教育支援セン

ター運営事業についてでございますけれども、利

用人数に関しましては増加傾向にございます。 

実際に小学生の利用も増え、また、中学生の利

用も令和６年度に関しましては増えている状況で

ございまして、多い少ないというところは難しい

ところでございますけれども、私ども教育委員会

としましては少ないとは思っておりません。適切

に利用いただけていると考えております。 

○村椿敏章委員 少ないとは考えていないという

ことですけれども、もう少し通いやすい環境が必

要なのかと感じております。 

実際、ここには親の送迎もあるでしょうし、そ

れから弁当も用意していかなければならないとい

うところがあると思うのです。私が言いたいの

は、お弁当を用意しなければならないというとこ

ろを、学校給食をここに運ぶことができないかと

いうことを言いたいのですけれども、いかがで

しょうか。 

○高橋善彦学校教育部長 今、委員お尋ねのクリ

オネ学級に学校給食をというところであったので

すけれども、やはり御承知のとおり衛生管理と

いった部分がございますので、なかなかそこに学

校給食を運んでいくと、では、どこの学校から運

んでいくのだとかというところもございますし、

それぞれ在籍されている学校も違いますので、今
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ここで検討しますとか、そういったお答えはでき

ませんけれども、そういった課題があるというの

は承知をしているところでございます。 

○村椿敏章委員 わかりました。ぜひ検討してい

ただきたいと思います。保健センターのところが

クリオネ学級になったと思うのですけれども、施

設も変わりましたし、快適な部分もあると思いま

すので、衛生管理もできるのではないのかなと。

給食室というところでは難しいかもしれませんけ

れども、運んでいく。例えば、中央小学校の調理

場から運ぶ形とか、そういうこともぜひ検討して

もらえたらと思います。 

次に行きます。教育児童相談室運営事業、これ

は209ページにありますけれども、379万円。ここ

についても、不登校の子の親とか、そういうとこ

ろの相談を聞いているのかと思うのですけれど

も、相談件数は104件となっているようです。この

事業に対しての保護者からの反応や感想などにつ

いて、どのようなものがあるかお聞きしたいと思

います。 

○中野敏博学校教育課参事 教育児童相談室運営

事業の内容というところでございますけれども、

相談回数ですけれども、実際に保護者の方々から

の反応としましては、実際、家庭児童教育相談室

のみならず、クリオネ学級ですとか、それぞれ関

係機関と連携しながら対応しておりまして、相談

に乗っていただいてよかったという声をいただい

ていると認識しております。 

○村椿敏章委員 よかったという部分があると思

います。ぜひ、もっと進めていただきたいと思い

ますけれども、課題というのは何かありますか。 

○中野敏博学校教育課参事 不登校やいじめ、家

庭の問題というところで、なかなかそれを全て解

決というところは難しいですけれども、困ったと

きに市役所をはじめ、関係機関にすぐ相談ができ

る環境、そして私どもの周知というところが課題

かと思いますので、引き続き適切に市民の皆様に

対してお示ししてまいりたいと考えております。 

○村椿敏章委員 周知、ぜひお願いします。 

 次に、カウンセリング事業。先ほど何度か質問

されていますけれども、ここの課題として、児童

生徒からの相談がないとできないという状況もあ

ると思うのですけれども、そこについて、どのよ

うに解決していこうと考えているのか、伺いたい

と思います。 

○中野敏博学校教育課参事 子供たちからの相談

のしやすさというところだと思いますけれども、

今、スクールカウンセラーの皆様、それぞれス

クールカウンセラー便りですとか、日常、学校に

巡回していただいている中で児童生徒の皆さんと

の関わりを持っていただき、気軽に相談できるス

クールカウンセラーという存在を認知いただける

ように取り組んでいただいているところでござい

ます。 

○村椿敏章委員 学校の先生、教員の方々の相談

が多いという状況でしたから、そこでもずっと４

年目くらいになるのかと思いますけれども、大分

定着してきている気はします。ここを児童にも定

着させていく必要があると思います。 

そういう部分でいくと、もう一つ、209ページの

下から四つ目ぐらいのところに、学級集団状況把

握事業というのがあるのですけれども、Ｑ‐Ｕテ

ストというのがあるみたいですが、ここについて

何がわかったのか、どういうことがわかるのか、

そういうのを聞かせてもらいたいと思います。 

○小中理司学校教育部次長 Ｑ‐Ｕテストへの御

質問となったと思うのですけれども、中身としま

しては、クラスの居心地のよさですとか、クラス

全体の活気ですとか、そこら辺について調査する

中身になっております。 

○村椿敏章委員 それによって学級の状況も見え

やすくなるという、それを調べるようなものなの

でしょうけれども、ここについて、この間、これ

も４年くらいやっていますか。３年か５年やって

いるようですけれども、見ると、一中、三中、五

中、中学校で言えば多いのかなと。そして小学校

で言えば、中央小、西小、南小、西が丘小が多い

のかと思うのです。全ての学校でやらない理由は

あるのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 昨年度まではそのよ

うな形になっていたのですけれども、今年度につ

きまして、やはり、このＱ‐Ｕテストは非常に効

果があるところがわかってきましたので、市内、

小中学校全学級で行うように今進めているところ

でございます。 

○村椿敏章委員 わかりました。次の質問に移り

ます。 

小学校の冷房設備整備事業、予算書で言えば213

ページですが、３億8,564万円。全学校につけたと

いうことになりますが、これで全クラスについ

て、そして状況として今年から動き出していると

思うのですけれども、その効果というか、電気代
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がどれくらいかかっているのかとか、そういうと

ころは押さえているでしょうか。 

○里見達也学校教育課長 冷房設備整備事業でご

ざいますが、令和６年度、市内全小学校９校と呼

人中学校、呼人中学校は小中同じ校舎ですので、

中学校にそれぞれエアコンを設置してございま

す。 

設置については、普通教室と校長室、職員室等

に設置をしておりまして、実際の稼働、今、委員

がおっしゃられたとおり、令和７年度から実際の

稼働を開始しております。具体的には、運用指針

というものを定めまして、６月から稼働をさせて

いるところでございます。 

設置から、今年ちょうど非常に暑い日が早い段

階から続きましたので、設置した学校において

は、教室の中で暑さを避けることができて、児童

生徒たちの学習活動に非常に効果的だったと考え

ております。 

今、電気代のお話がございました。電気代につ

いては、６月から稼働ということでしたので、

今、７月、８月まででちょっと推移を見ておりま

すが、設置の学校によって若干ばらつきはありま

すけれども、全体的に見ると、電力使用料また金

額については、おおむね２割程度上がっているも

のと把握をしております。 

○村椿敏章委員 電気料については２割程度増え

たというところで、これ、金額的には、どれくら

いになるかわかりますか。 

○里見達也学校教育課長 金額ですが、小学校、

昨年のその対比でいきますと、大体70万円から80

万円後半ぐらいが増額となっております。 

○村椿敏章委員 これは１校について、それぐら

いになるということでよろしいですか。 

○里見達也学校教育課長 今申し上げたのは、小

学校の全体９校での請求額ということでございま

す。 

○村椿敏章委員 ちゃんと聞き取れなくて、ごめ

んなさい。 

それで、もう一つ聞きたいのが、潮見小学校の

状況です。あそこは、あばしり電力の再生可能エ

ネルギーの電気を使っているところだと思います

が、どのような運用のされ方がされているのか、

あばしり電力の電気でクーラーを利かせていって

いるのかどうか、伺いたいと思います。 

○里見達也学校教育課長 潮見小学校隣接地に、

あばしり電力のソーラーパネルがございますけれ

ども、エアコンの稼働に関しては、そこで賄えて

いるというものではございません。 

○栗田政男委員長 村椿委員の質疑の途中です

が、ここで暫時休憩いたします。 

再開は11時10分を予定します。 

午前11時00分休憩 

午前11時10分再開 

○栗田政男委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

理事者のほうから発言を求められております。 

学校教育課長。 

○里見達也学校教育課長 先ほど休憩前に村椿委

員の御質問の中で、潮見小学校のエアコンの電力

が、あばしり電力の電力で賄えているのかという

質問について、私はそこには賄えていないと話を

しましたが、休憩中確認をいたしましたところ、

本年度、エアコンの稼働については、あばしり電

力の発電で賄えているということがございました

ので、改めて訂正をさせていただきます。申し訳

ございません。 

○村椿敏章委員 確認していただいてありがとう

ございます。ちょっとほっとしました。 

ただ、これは設置をしたけれども、ランニング

コストがどれくらいかかるかというところも気に

なるところだったものですから、聞かせていただ

きました。聞き方が悪かったと思います。申し訳

ありません。 

次に、放課後子ども教室推進事業というのが408

万円であるのですけれども、６か所のコミュニテ

ィセンターなどで開かれているということです

が、ここの課題について伺いたいと思います。 

○湯浅崇社会教育課長 放課後子ども教室の課題

についてでございますが、現在、国の補助金の状

況が毎年変化しておりまして、本来であれば３分

の２、国と道からそれぞれ補助金が出るのです

が、全国で実施する自治体が多くなってきており

まして、その補助金の割合がだんだん減ってきて

いるのと併せまして、市内で今現在令和７年度は

四つの団体がありますが、その団体の担い手の高

齢化ですとか、ボランティアの確保といったとこ

ろが課題となっております。 

○村椿敏章委員 ということは、全国で放課後子

ども教室が広がっているということですね。非常

にいい事業だと思いますので、引き続き、指導者

を育成していただく事業もあるでしょうから、そ

ういうところにも力を入れていっていただきたい
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と思います。 

次に、また学校のほうに戻りますが、学校給食

について伺いたいと思います。学校給食の昨年度

の地産地消の取組というのはどのような状況だっ

たか伺いたいと思います。 

○里見達也学校教育課長 給食における地産地消

の取組ということでございますが、市内の各団

体、農林関係、水産関係の団体に御協力をいただ

きまして、いわゆるふるさと給食といったものを

実施しております。 

網走ふるさと給食、地元産食材を使った給食を

全学校で実施しているほか、ＪＡの御協力をいた

だいた野菜の日給食、また網走はクジラの食文化

がございますので、クジラ給食といったものも実

施をしておりまして、そういったところで取組を

進めているところでございます。 

○村椿敏章委員 あとは、今も給食調理員を募集

している状況だと思いますけれども、昨年の学校

給食の調理場で少なくて大変だったということは

なかったのでしょうか。 

○里見達也学校教育課長 給食調理員の配置の状

況でございますけれども、令和６年度スタート時

点では、市内の六つの調理場のいわゆる定員が39

名というところに対して32名の勤務ということ

で、７名の欠員でスタートをしておりました。 

その後、年度内に募集をかけました結果、年度

内で４名の採用をしておりまして、年度末には最

終的には欠員は３名まで減ったということで運営

をしております。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

この採用の中には男性の方はいらっしゃらない

ですか。 

○里見達也学校教育課長 応募に関しては年間で

９名の応募があったところでございまして、その

うち５名の採用がございました。 

男性については、うち２名の申込みがありまし

たが面接の結果、採用には至らなかったというこ

とでございます。 

○村椿敏章委員 男性の方の応募もあるというと

ころがわかりました。引き続き、男性も働ける職

場になっていくよう、力を尽くしていただきたい

と思います。 

もう一つ、学校給食施設改修事業というのが、

ちょっと戻りますけれども、1,718万円であります

が、この中で給食調理場の空調設備がされていま

す、令和６年度は。それによって給食調理場の環

境もかなりよくなったのではないかと思うのです

けれども、どのような状況か、伺いたいと思いま

す。 

○里見達也学校教育課長 学校給食施設改修事業

でございますけれども、こちらにつきましては、

西が丘地区の共同調理場の空調設備が故障しまし

たことから、これの改修を行ったということでご

ざいまして、これまでも空調については整備をし

ていたところですが、それの故障があったため

に、令和６年度中に改修を行ったという実績でご

ざいます。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

給食調理場の方々は、暑い中で調理しなければ

ならない状況がありますから、そこについてどう

改善されていこうと考えているのか、これからの

方向性があれば伺いたいと思います。 

○里見達也学校教育課長 いわゆる調理の現場に

おいて、適正な環境で調理作業ができるように、

これからも整備をしていきたいと思っておりま

す。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

広さも広いですから、教室に冷房をつけるとい

うように簡単にはいかないと思いますけれども、

調理員の声も聞きながら、ぜひ快適な状況にして

いただきたいと思います。 

私からは以上です。 

○栗田政男委員長 古田純也委員。 

○古田純也委員 成果等報告書68ページ、多文化

共生推進事業について、お尋ねいたします。 

新規事業として、結構、網走には在住されてい

る外国人が多いということで、興味深い事業で

あったのですけれども、参加された外国の方から

の、恐らくアンケートはその後取られていると思

うのですけれども、そのアンケートで得られた検

討とか改善策など押さえていましたらお尋ねいた

します。 

○湯浅崇社会教育課長 多文化共生推進事業につ

きましては、令和６年度から実施した事業となり

まして、内容としましては二つの事業を実施して

おります。 

一つ目が「インターナショナルフェスタ ｉｎ 

ＡＢＡＳＨＩＲＩ」ということで、市民と外国人

との接点を持つ事業として実施しております。 

また、網走を学習してもらうという企画で、「網

走の冬を楽しむバスツアー」というものを実施し

ておりまして、両方でアンケートを取らせていた
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だきました。 

課題として見えてきたのは、市民との交流につ

きましては、スポーツ交流とか料理交流だとか、

外国人の方はそういった、市民と密接な関係を持

ちたいというアンケート結果が見えてきました

し、また、生活で困っていることは何かというと

ころでは、特に一番大きかったのが市民との交

流、接点がないというところが一つ大きなこと

で、結果としまして35.2％の方がそう思っている

と。 

また、交通手段というところで、市内を移動す

るための交通手段の確保で31.5％と課題が見えて

きたかと思っております。 

また３番目に多かったのは、災害時の対応とい

うことで、災害に対する知識について心配に思っ

ているというところが見えてきております。 

○古田純也委員 大変、市民との接点という部分

では町内会活動だとか、いろいろとその辺で外国

の方と仲よくやりたいという部分もありますの

で、その辺、多分、法人になられている部分が多

いので、どのように町内会活動に携わるかどうか

というのが難しい部分があるのですけれど、その

辺、橋渡しになる部分には、原課として協力いた

だく体制はあるのでしょうか。町内会の活動と

か。 

○湯浅崇社会教育課長 一応、市民活動推進課の

ほうとは、アンケート結果については情報共有さ

せていただいていますので、市民活動推進課のほ

うで、町内会とどのように取り組んでいくかとい

うのは検討されているかと思います。 

○古田純也委員 わかりました。 

続きまして、決算書209ページ、学校図書館司書

配置事業について。４名の司書の方が市内を巡回

されているということでしたが、ずっと４名とい

うのは変わらないのかと思いますが、令和６年度

に関しましては随時募集という呼びかけはされた

のでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 令和６年度に関しま

して募集は行っておりません。 

○古田純也委員 わかりました。 

決算書225ページ、屋内ゲートボール場整備事業

について。入り口の屋根の改修工事ということで

の決算だったのですけれども、実際に、このゲー

トボール場というのは、ゲートボールで利用され

ているのは何回ぐらい年間あるのでしょうか。現

状をお尋ねいたします。 

○佐藤潤一スポーツ課参事 屋内ゲートボール場

すぱーくの利用状況ですが、ゲートボールでの利

用というのは現在ございません。実際、ゲート

ボール協会ももう解散しておりまして、利用者は

いないと認識しています。 

○古田純也委員 その他活用というのもされてい

ないのでしょうか。 

○佐藤潤一スポーツ課参事 屋内ゲートボール場

につきましては、その他の競技で頻繁に使われて

おりまして、野球であったりサッカーであったり

という競技でも練習場として利用されておりま

す。 

○栗田政男委員長 次、平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは質問させていただきま

す。 

まず、成果等報告書の３ページ、学力向上推進

事業です。学力の向上をいろいろ分析されていく

ということなのですね。道教委も教育長のほうか

ら、利活用によってエビデンスに基づく検証改善

サイクルが一層充実することを求めていますとい

うコメントも今回あったのですけれども、網走市

においてはどのようなことが行われているのかを

伺いたいと思います。 

○小中理司学校教育部次長 網走市におきまして

は、全国学力・学習状況調査及び市費で行なって

おりますＣＲＴ学力検査をメインに調査、研究を

行っております。 

○平賀貴幸委員 それでどうなっているのです

か。行っていますではなくて、その後の話を聞き

たいのですけれども。 

○小中理司学校教育部次長 幾つか代表的な結果

について今御説明させていただきますけれども、

例えば、読書好きの児童生徒については国語の学

力が高いですとか、朝起きる時間がほぼ決まって

いる児童生徒については学力が高い。あと、先生

方に自分のいいところを認めてもらっている児童

生徒、これにつきましても正答率が高いという結

果が出ております。 

以上でございます。 

○平賀貴幸委員 生活習慣とか読書習慣とか、い

ろいろその辺のことが、やはりエビデンスとして

はあるということがわかりましたが、もう一つ伺

いますけれども、網走市では公開研あるいは授業

の改善、積極的に取り組んできたのですけれど

も、これと学力との相関関係というのはエビデン

ス上どうなっているのでしょうか。 
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○小中理司学校教育部次長 授業改善、また大き

な柱の取組となる公開研究会を充実して行ってい

る学校については、この学力調査等々についても

高い結果が出ております。 

○平賀貴幸委員 ここは後でまた触れていきたい

と思いますが、一方でいろいろ、道教委の調査と

かを見ていくと、どうしても人口規模が大きい自

治体のほうが学力がやはり高くなっていて、なぜ

かと思って見てみると、学校以外での学習時間が

長くなっているという傾向も同時にあるように見

えるのです。 

そうすると、人口規模というのは機会の話なの

だろうと私は思って見ていて、いろいろと多様に

学ぶ場所があるからそうなるのかと思うのです

が、ただ、いずれにしろ、学校以外の学びの時間

が長くなると学力が高くなると、多様な場所があ

る状況をのぞくと見えるのですけれども、網走市

はその辺をどう考えていらっしゃいますか。 

○小中理司学校教育部次長 網走市におきまして

も、今、委員がおっしゃったような傾向は同じよ

うに出ておりますので、やはり学校以外でいかに

学習習慣を身につけ、自分に必要な勉強を自分で

見つけてできるか、これは非常に大事だと考えて

おります。 

○平賀貴幸委員 そのために６年度に行われてき

た事業というのは、どの事業になるのですか。 

○小中理司学校教育部次長 本市におきまして６

年度、今御質問にあったところで関わる部分につ

きましては、家庭学習の指導を学校のほうで充実

させた部分、また先ほど御質問いただきましたけ

れども、あばしり寺子屋関係機関と連携した休日

の学びの場の保障等々がございます。 

○平賀貴幸委員 わかりました。 

いずれにしろ、こういったところに力を入れて

いかないと、なかなか学力は上がっていかないと

私は思っておりますので、公開研とか授業の改善

も大事なのですけれども、一方で学校の外の環境

をどうするかというところに、もう少し意を用い

ていただければと新年度以降は思っております。 

この辺は、成果等報告書の64ページの（４）の

五つ目と六つ目の指摘というか内部評価ですね。

この辺にも似たような視点があるので、共有はで

きているとは思っております。 

続いて、同じく事務点検・評価報告書の7ページ

ですね。いじめ対策事業です。これについても先

ほど来質問はありましたが、根本的なことを

ちょっと聞いておかないといけないかと思うので

すが、発達障がいの対応がなかなか大変になって

きていたり、それから就学指導を適正化しなくて

はいけないと思っているので後で聞こうと思いま

すが、それから特別支援教育、８年たちますけれ

ども、この辺の理解促進とか対応強化がまだ足り

てないのではないだろうかとか、それから支援員

等の人的資源を増強する必要があるとか、そもそ

も教職員の超過勤務等の対策をしなくてはいけな

いとか、これらが進まないといろいろな方針を立

てても、現場のいじめの対応には限界があるので

はないかという懸念を持っているのですけれど

も、原課としてはどうお考えですか。 

○小中理司学校教育部次長  今、委員がおっ

しゃってくださったような多様な要因というのは

あると認識しております。とりわけ、やはり教員

がどういうふうに子供たちに関わっていけるか、

どういうクラスをつくっていけるかというのは非

常に大きいと考えております。 

○平賀貴幸委員 これらは、いじめの対策だけで

ははなくて、多分先ほども説明があって、部活動

のいろいろな検討とかも実は同じだと思っており

ますが、一方で、いじめの根本の対策としては、

学校はいわゆる疑似社会なので、将来、社会に暮

らすことを念頭にして相互に人権を尊重し合う経

験を積ませることだと思いますけれども、その辺

の認識はいかがでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 おっしゃるとおり

で、やはり学校で将来、子供たちが社会に出たと

きに、自立し、周囲と共生できるような内面的な

力とか、いろいろな仕事に就ける資質能力を高め

ておくことは非常に大事で、まさに、それが学校

の役割だと考えております。 

○平賀貴幸委員 意識が共有できているというの

がわかりましたので、後で質問をしていきます

が、そのための読書を中心に語彙を獲得して言語

能力を高めるとか、自ら考えて話し合って進める

活動を通じて、いろいろなことができていくとい

う仕組みを学ぶとか、そういったことが大事だと

思いますし、そこを教育委員会が学校現場を支え

ることが大事だと思います。 

こういったことが共有できたことを踏まえて、

成果等報告書の６ページの網走子ども会議につい

て伺いたいのです。 

いじめに特化している事業になっていて、その

ことが比較的前向きに評価されているのですが、
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私は初期の目的について振り返るのもＰＤＣＡサ

イクルとしては大事だと思います。実は過去にも

質問させていただいたのですが、もともと、これ

はいじめに特化するためのものではありませんで

した。提案したのは私なので覚えているのですけ

れども、ここは網走において教育課程が変わると

きに、自分たちがどんな学校でどんな教育を受け

たいのかということを自由に話し合いながら意見

やアイデアを出す形で、まず第１回目の会合が行

われて、やってみたら非常によかったので、網走

子ども会議に移行していったのですね。ところ

が、今、いじめの話だけで大人が決めたテーマを

話し合う場になっているのです。根本的に違うと

思うし、いじめの防止をするのだったら、いじめ

のことを話すのではなくて、どんな学校にしたい

のかということを話すことが先だと思うのですけ

れども、これはちょっと修正していかないです

か、どうでしょう。 

○小中理司学校教育部次長 今の点につきまして

は、昨年度行いました子ども会議のテーマを、い

じめというちょっと狭いテーマから、どうすれば

誰もが心地よく学校生活を送ることができるかと

いうことで少し広げました。今年度、今度の２月

に実施予定をしている子ども会議、さらにこの

テーマを幅広げて改善しきたいということで、

今、課内でも検討を進めているところでございま

す。 

○平賀貴幸委員 前に進んでいるということが認

識できましたので、今後に期待したいと思います

が、子供たちが自分たちで考えて組み立てていけ

るような場に、ぜひしていただきたいなと。テー

マの設定というのは、大人があまりやりすぎない

ほうが基本的にいいと思うのです。子供たちの力

を信じていくということがとても大事です。その

ための場として経験を積めるいい場だと思います

ので、ここの取組が各学校に波及していくことが

大きいのではないかと期待をするところでござい

ます。 

続いて、決算委員会の要求資料の15ページで

す。残業のことです。教育委員会の特に学校教育

課の残業時間が延び続けております。いじめの対

応に関するものなどいろいろあったのだろうと推

察するのですけれども、令和６年度を含めた近年

の状況について伺いたいと思います。 

○里見達也学校教育課長 学校教育課の職員の時

間外勤務の状況でございますが、今、委員おっ

しゃられたとおり、全庁的に見ても非常に長時間

というところが見て取れる状況でございます。 

今おっしゃられたようないじめに関する部分で

すとか、そういう不意な対応もございますけれど

も、全体的な業務というところで、やはり非常に

ボリュームがあるというのは事実でございます。 

毎月、働き方というところでそれぞれ工夫をし

たり、週に一度のノー残業デーですとか、そう

いったところについては早く退勤するようにとい

う取組もかなり行っておりますけれども、引き続

き、業務の取り組み方であるとか、そういったと

ころについては職場内でも点検、対応していきた

いと考えております。 

○平賀貴幸委員 人が足りないのだろうなという

のが率直に思うところなのですよね。 

時間の管理だとか工夫をしても、減らずにむし

ろ毎年増えていくというところは、いろいろな問

題が発生したからということももちろんあるので

しょうけれども、根本的に人が足りないのではな

いかと思いますが、どうですかと聞いても人が足

りませんとは答えられないのだと思いますが、何

とか、ここは人をまず増やすということ、それか

ら業務の管理について改めて見直すこと。 

なぜ、それが必要かというと、学校現場を支え

る役割をしていかなくてはいけないのが教育委員

会だからだと思うのです。だからこそ、強く改善

しなくてはいけないと思うのですけれども、教育

長、いかがですか。 

○木野村寧教育長 全くそのとおりだと思います

し、例えば国でも働きた方改革の件についても、

教育委員会がこれから責任を持ってやっていきな

さいというようなものがこの間出ていました。そ

ういうことも含めて改善が必要ですけれども、や

はり、人とか財源とかあるので、難しいところな

のかと考えております。 

○平賀貴幸委員 一番後ろにいる人には聞きませ

んけれども、副市長にも企画総務部長にも答弁を

求めませんが、そういった実情がやはりあるとい

うことで、学校現場の課題に対応しようとすれ

ば、マンパワーはどうしても必要なので、教育委

員会の人員配置については、ぜひ考えていただき

たいと思います。 

○後藤利博副市長 現在、教育委員会ということ

でのお話でございましたけれども、今回の決算委

員会の中で、様々な場面で人手不足、職員の時間

外の問題、退職者の問題などるる、皆様といろい
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ろ議論を交わしたところでございますが、現実、

様々な部署で時間外があったりなかったり、特異

なものがあったりして急に増えたりということは

現実にあります。 

ただ、今、市役所の中で現実に抱えている人数

の中で、様々な行政需要に応えるような仕事をし

ている中では、時間外がないのが本当に望ましい

ことでありますけれども、ただ、人を多く入れる

ことで解消できるかというと、それだけではない

という感じも持っております。 

いかなるところでも事務改善、そういうことも

やはり視点として持っていくべきだと思います

し、今まさにＩＴを駆使して、事務改善できるも

のがないかとか、そういうことの視点も持った中

で考えていく必要があると思います。 

ただ、現在、今この時点では教育委員会のお話

でございます。実際に特異的な事項が数年前に

あってから、コロナのときも含めてですけれど

も、そこは、どういう人とか、どういう職員がと

いうことにあまりこだわりたくはないのですけれ

ども、やはりしっかりと業務をこなせる、適材適

所という見方で職員を配置してきて、今後もそう

いう視点を持ってやっていく必要があると思って

おりますけれども、決して時間外が解消されるの

は、人だけ、数の問題もあるでしょうけれども、

そこだけの問題でもないと捉えています。 

ただ、時間外を少しでもなくす、ないような事

務を進めていくということは、各個人においても

各原課においても、そういう視点を持ってやって

いくことが必要だと考えてございます。 

○平賀貴幸委員 今年度、来年度の改善状況に期

待したいと思います。 

続いて、こういった資料には出てこないのです

けれども、当然、学校の先生たちも勤務超過があ

るという問題は避けて通れないのだと思います。

どの程度、どのようになっているのか状況を伺い

たいと思います。 

○中野敏博学校教育課参事 教職員の時間外在校

時間、勤務時間というところでございますけれど

も、小学校におきましては、令和６年度、それぞ

れ月ごとの集計というところにはなりますけれど

も、年間を通じて45時間以下の時間外をしている

職員の割合といいますのは、おおよそ６割から７

割程度、45時間から80時間の職員につきまして

は、２割から３割程度というところになってござ

います。 

申し訳ありません。中学校につきましては、45

時間未満45時間以下というところがおよそ50％、

45時間から80時間というところが２割から３割と

いったところでございます。 

○平賀貴幸委員 これを学校ごとに細分化すると

どうなりますか。データって多分あると思うので

すけれども、全ての学校のデータをここで述べて

くださいと言うつもりはないのですけれども、極

端に多い学校とそうではない学校と多分差異があ

るのではないかと予測しているのですけれども、

どうでしょう。 

○中野敏博学校教育課参事 学校ごとの差異は確

かに存在をしております。傾向として少ない学

校、多い学校というところは、これまで数年を見

ても、直近３か年を見ても、多いところは継続し

て多いという状況はございます。 

○平賀貴幸委員 それがどこですかということを

あえてここで聞いていいのかな。聞いたら、答弁

できますか。 

○栗田政男委員長 休憩いたします。 

午前11時41分休憩 

午前11時42分再開 

○栗田政男委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

 答弁からお願いしたいと思います。 

 学校教育課参事。 

○中野敏博学校教育課参事 教職員の時間外在校

時間というところでございますけれども、学校ご

との数値は公表してございませんので、この場で

の答弁を差し控えさせていただきたいと思いま

す。 

○平賀貴幸委員 わかりました。何となく想像が

ついているのですけれども、あえて申し上げませ

んが、なぜ学校ごとに結構大きな差が出るので

しょう。 

○小中理司学校教育部次長 まず、いろいろな要

因はあると思うのですけれども、例えば市外から

通勤されている先生方、あと、家庭の事情等々も

ございます。これがまず大きな物理的要因になろ

うかと思います。 

○平賀貴幸委員 通勤時間が物理的要因だという

ことですか。 

○小中理司学校教育部次長 市外の遠方から通わ

れてきている先生方は、なかなか、やはり遅くま

で仕事を学校ですることは難しいですので、やは

り早めに切り上げて帰る先生の傾向は多いと思い
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ます。市内から通勤されている先生方は、どうし

ても時間に少し余裕のある感覚になる部分もあっ

て、学校に残って仕事をされる方は多いかと思っ

ております。 

○平賀貴幸委員 それだけで学校ごとの、少ない

学校と多い学校に大きな差が出ることに、私はな

らないと思います。 

各学校それぞれいらっしゃると思うので、同じ

ような環境の先生は。結局は最初のほうに戻りま

すけれども、公開研とか学習改善とかに積極的に

頑張っている学校、頑張らざるを得ない学校ほど

多いのですよ、残業時間、多くなるのですよ。そ

の部分は、明らかに教員の皆さんには負担になっ

ているので、改善は必要だと私は思います。 

ここはちょっと見えないものを探っているよう

なものなので、あまり質疑は続けませんけれど

も、成果等報報告書の64ページの（４）の９番目

のポツにも教育委員会が自ら評価されております

よね。先生方のメンタルケアの仕組みとか、そう

いうのが大切だということで。先生方の残業時間

も考えながら、学校教育の改善というのは、やは

りしなくてはいけなくて、今までどおりのやり方

だと、そこはなかなか難しいと私は思いますの

で、改善も必要だと思いますけれども、その辺は

いかがでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 委員おっしゃるとお

りだと思います。そういうことを受けて、道教委

のほうでも、働き方改革と教育活動の充実という

両輪を目指すような今の施策が進められておりま

すので、本市としましても、その形で進めてまい

りたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 今後の改善に期待をしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

成果等報告書に戻って２ページですね。幼保小

連携事業。ここで聞いたらいいのかと思いつつ、

違ったら教えていただきたいのですけれど、網走

市における就学指導です。こちらの体制、実施時

期について説明いただきたいと思います。 

○中野敏博学校教育課参事 教育相談会、教育支

援委員会の開催の時期の御質問でございますけれ

ども、教育支援委員会につきましては令和６年度

につきましては10月８日と12月16日に開催をいた

しております。 

申し訳ありません。教育支援委員会につきまし

ては、各校から選出され担っていただいておりま

す教育支援委員の皆様の中で議論をいただいてお

ります。 

○平賀貴幸委員 この就学指導の形を10月８日に

やって、その結果が出てくるのが当然12月までに

出てこなくてはいけないし、北見市などではそう

なっているのですね。たまたま、私の部下がその

職にあるものですからわかっているのですけれど

も。網走市はそうなっていないというのは前も確

認した気がするのですけれども、今はどうなって

いるのでしょう。 

○中野敏博学校教育課参事 子供たちの学びの

場、在籍の決定時期についてでございますけれど

も、こちらにつきましては、委員のおっしゃった

とおり、令和６年で申しますと、12月16日の第２

回目の教育支援委員会で基本的には決定をしてお

ります。その後、例えば市内に転入されて来られ

ることが決まったお子様ですとか、そういった例

外的なものに関しましては、その場から決定の作

業といいますか流れが進められることとなりま

す。 

○平賀貴幸委員 決定したものが学校にも12月中

に説明なり情報提供なりされているという理解で

いいのですか。 

○中野敏博学校教育課参事 そのとおりでござい

ます。 

○平賀貴幸委員 そこはちょっと状況が変わって

きていることがわかりました。 

この就学指導の関係は、保護者が希望したら行

われるのでしたか、それとも教育委員会から必要

だと打診するのでしたか、両方の形であるのでし

たか、ちょっと確認させてください。 

○中野敏博学校教育課参事 原則としまして、保

護者の方からの要望に沿った形で進めておりま

す。 

○平賀貴幸委員 ありがとうございます。 

教育委員会の事務点検・評価報告書の64ページ

の（４）の四つ目のポツを見ると、なかなか難し

いというのが改めて思います。 

就学指導の課題にある児童生徒に関して、なか

なか学校側が指導しても改善が見られないケース

があるという悩みのようなことも含めて実態が書

いてあります。 

思うのですけれども、本来なら就学指導を受け

てほしかったのに希望してこなかった方、あるい

は学校に入学してから、どうして就学指導を受け

なかったのだろうというお子さんが多分増えてい

ると思うのです。その辺の認識っていかがでしょ
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うか。 

○中野敏博学校教育課参事 実際に、新学期、新

年度が始まってから相談に来られるケースですと

か、学校のほうで子供たちと接する中で課題とか

困り感に気づいていくケースは実際にございま

す。 

基本的には保護者の方からの相談、要望に応じ

て対応しておりますけれども、そこにつきまして

は組織として連携をして早期発見といいますか、

事前に保護者の方が困っているところとか、お子

様自身が困っているところを見つけていけるよう

に取り組んでまいりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 考え方の方針もわかりました。 

年々増えていますか。どうですか、傾向として

は。私は多分増えているだろうと推測しているの

ですけれども、どうでしょう。 

○中野敏博学校教育課参事 傾向としては増えて

きているものと押さえております。 

○平賀貴幸委員 ここは教育委員会の責任ではな

くて、福祉のほうの責任ですよね。それも網走市

の責任というよりは国や北海道の制度の問題の話

で、やはり児童発達支援とか、今、放課後等児童

デイサービスと言われているものが、新制度の時

代に契約をしなくてはいけなくなったということ

がやはり大きくて、結局、学校現場にひずみと負

担を強いていると思うので、またここは機会を改

めていこうと思いますが、学校現場との共有がで

きたので、まずはその辺に対しての取組は何とか

やっていっていただきたいと思いますが、相当大

変だろうと思っているところです。 

特に障がい受容がなかなかできずにいる保護者

の方が少なからずいらっしゃる状況の中で、指導

に当たられる現場の先生たちの負担は相当大きい

と思いますけれども、その辺についての認識はい

かがですか。 

○小中理司学校教育部次長 今、委員おっしゃっ

てくださったとおりの状況がございまして、ただ

中身的に、そのお子さんの発達ですとか特性とい

う部分は非常に学校側としても伝えるときに気を

使うといいますか、慎重にならざるを得ない部分

がありますので、そこら辺につきましても、仕組

みとして、しっかり支援していきたいと考えてお

ります。 

○平賀貴幸委員 まずは今、教育委員会のほうで

支えていくしかないので、現場を支えながらやっ

ていただきたいと思います。 

続いて、11ページに特別支援研究について三つ

の事業が記載されております。特別支援教育は

2007年にスタートして、８年が今年でたつので

す。これらの事業を実施することで、網走市の各

学校における特別支援教育は前に進んでいるので

しょうか。それとも、なかなか難しくて足踏みし

ているのか、どんな状態なのかなと。課題を見る

と、個別のニーズに対応がまだできていなかった

り、養護学校との連携がうまくできていなかった

り、それから学校の実情に応じた支援員配置がま

だうまく十分ではなかったりという内部の評価も

あるところですけれども、どのような形で考えて

いらっしゃるでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 特別支援学級に在籍

するお子さんが増加し続けている状況がございま

す。それに伴って、特別支援学級で一つの学級で

指導、支援をしなければいけないお子さんの数も

増えてまいりまして、さらに障がい種によっては

学年がまたがる状況も国の法律的にそういうふう

になっておりますので、そういう意味では指導す

る現場の教員の力がより求められる状況はあると

認識しております。 

また一方で、市内においては通級ですね。通級

が市内の小中学校で開設が続いておりまして、こ

ちらについては市内のいろいろなお子さんのニー

ズに応える体制が整いつつあるかと認識しており

ます。 

○栗田政男委員長 平賀委員、まだありますよ

ね。ちょっと早いのですが、ここで昼食のため、

暫時休憩をいたします。再開は１時を予定しま

す。 

午前11時54分休憩 

午後１時00分再開 

○山田庫司郎副委員長 委員長を交代します。 

休憩前に引き続き、再開をいたします。 

質疑を続行します。 

平賀委員の質疑から。 

○平賀貴幸委員 午前中、特別支援教育について

いろいろと議論をさせていただきました。 

教育委員会の課題の中にある個別のニーズに対

応するということと、それから養護学校と連携、

学校の実情に応じた支援配置、これらが新年度以

降どうなるか、ここはしっかり見ていきたいと思

いますので、次の質問に移ります。 

続いて、要求資料の18ページだったかな。学校

図書について冊数がいろいろ書いてあるのですけ
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れども、そことちょっと外れますが、児童生徒１

人当たりの月の平均の貸出し冊数はどういうふう

になっているかわかりますか。 

○中野敏博学校教育課参事 児童生徒１人当たり

の貸出し冊数につきましては、現在手元に数字を

持っておりません。 

○平賀貴幸委員 手元に数字がなくても後で答弁

できると思っていいですか。もしそれだったら先

に質問を進めますが。 

○中野敏博学校教育課参事 申し訳ありません。

先ほどの答弁を訂正させていただきます。現在、

私どもでは把握をしてございません。 

○平賀貴幸委員 多分、各学校では把握している

と思いますので、ぜひ、教育委員会も把握してい

ただきたいのですが、結局ここの推移もちゃんと

見ていくと、結果として、どのくらい子供が使え

る学校図書館になっているのかどうかもわかると

思うのです。冊数にあまり変化がないとか、逆に

減っていったりすると、やはり本の鮮度に問題が

あるのかとか、本の配置のバランスに問題がある

のかと、いろいろな分類がありますけれども、９

番目ですか、読み物がすごく多い学校が結構ある

だろうと思うのです。 

ただ、読み物が多くても、実際、調べ物学習で

はあまり使えないから、果たしてどうなのだろう

とか、そういったこともいろいろわかってくると

思うのですよね。 

結局、学力向上の本質というのは、一つは言語

能力が育つ環境になっているかどうかだと思うの

で、調査の必要がやはりあると思います、把握

と。その辺いかがでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 委員のおっしゃると

おり、子供たちの学びの場、学ぶ学習の内容とい

うところに関しまして、学校図書の重要性という

のは非常に高いものと認識してございます。今

おっしゃられた、御指摘いただきました部分につ

いては、可能な内容につきましては確認をしてま

いりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ確認をしていただきたいと

思います。先ほど申し上げましたが、９類ですか

ね、読み物がやはり多すぎるというのも、あまり

いい状況ではないと思いますので、その辺も見な

がらやっていただきたいと思いますが。 

ところで、学校ごとに図書が閉架になっていた

り、あるいは廃棄されていたり、いろいろ新規に

購入する数が違っていたり、当然、本の鮮度や冊

数が学校ごとに違いますからあると思うのですけ

れども、何らかの基準とかはあるのでしょうか、

閉架にする基準とか廃棄する基準、どんなふうに

なっているのでしょう。 

○中野敏博学校教育課参事 図書の管理に関する

基準でございますが、学校図書に関しましては、

全国学校図書館協議会の定める学校図書館図書廃

棄規準、こちらの受入れ後10年経過というところ

を一つの目安として判断をしてございます。 

○平賀貴幸委員 それは教育委員会としてはそう

いうふうに判断しているのですけれども、現場も

同じだという認識でいいのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 学校におきまして

は、学校図書館司書を中心に、図書の鮮度、内

容、情報の新旧ですとか、そういったところを総

合的に勘案して閉架にする判断とかをいただいて

いるところでございます。 

○平賀貴幸委員 ここは一般質問でもやり取りし

ましたので、閉架が結局多くて、実際の冊数は少

なくなっていて、鮮度を含めて問題がある状況に

なっている学校もありますので、その辺はそうは

言っても、現実とはその規準だけではなかなか難

しい状態もあるので、実態に即して対応をしてい

ただきたいと思いますが、その辺は今後いろいろ

な角度で見直していただけるという形で理解して

いいのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 図書の鮮度、冊数、

内容とともに改善の余地があるというところは私

どもも認識をしてございまして、引き続き学校及

び学校図書館司書と連携をしながら改善に努めて

まいります。 

○平賀貴幸委員 ぜひ改善いただきたいと思いま

す。 

続いて、事務点検・評価報告書の63ページで

す。教育委員会の自己点検評価ですけれども、

（１）の五つ目のポチです。ここに、高校の在り

方検討会議に関わることにより市内の高校の現状

や課題を把握できましたと書いてあるのですけれ

ども、どう把握できたか見た記憶がないのですけ

れども、どういうふうになっているのか伺いたい

と思います。 

○中野敏博学校教育課参事 高校の在り方検討懇

話会、令和６年度に開催しておりますけれども、

こちらにつきましては、市内の高校２校の今後の

在り方、存続するためにどのように取り組んでい

くべきなのか、また市内各団体の中でどのように
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思われているのかという部分、課題と皆さんの考

え方というところの整理ができたものと認識して

おります。 

○平賀貴幸委員 ここはまだ課題の整理というと

ころで、今年度、新年度の事業に続いているとい

う形で理解していいということですね。そこは

ちょっと確認をさせていただいたのでわかりまし

た。 

それから、その前の四つ目のポツですね。コ

ミュニティスクールに触れられているところ。そ

れから、この点については65ページの（５）につ

いても四つのポツで、コミュニティスクールや地

域について触れられています。この辺がすごく大

事なポイントだと思っていて、教育委員会として

も課題としてある部分だと認識しているから、こ

ういった文量を割いての書きっぷりになっている

と思うのですけれども、一般質問でも挙げた、潮

見小学校がこの辺についてはうまく改善していっ

てくれるのではないかと期待を持っているのです

けれども、教育委員会としては前年度、各学校を

含めた全体で、この点についてはどの程度うまく

いっていたとか、課題がやはり大きかったとか、

どんな認識でいたのですか。 

○中野敏博学校教育課参事 市内のコミュニティ

スクールに関する現状でございますけれども、委

員のおっしゃるとおり、潮見小は特に地域の方と

のつながりも強く、要望、必要なこと、学校とし

て地域として求めることというところの御意見を

いただいているところでございます。 

私どもとしましても、開かれた学校、地域の方

あっての学校、そして私どもでございますので、

これからも開かれた場での御意見をちょうだい

し、行政に反映してまいりたいと考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 私自身、網走養護学校のコミュ

ニティスクールの運営委員に入っているので、こ

れを見て逆に考えさせられる部分もあって、学校

側から提示されるものだけに対して意見を言って

いるというものではなくて、やはりコミュニティ

スクールの運営委員も、もっとこうしようという

話を学校を通じて教育委員会に対して働きかけて

いくぐらいのイメージでやらなくてはいけないの

だろうと。特に潮見小学校の取組とかを見ている

と、勉強させてもらうと、そう感じたりするので

すけれども、その辺は今後も教育委員会として

も、そういったコミュニティスクールの運営を目

指してやっていくという形で共通認識にあると理

解していいのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 そのような認識で問

題はございません。 

○平賀貴幸委員 コミュニティスクールの運営委

員の責任は逆に言うと重たくなってくることだと

思います、一方で。地域と一緒になって学校を中

心に地域をつくっていくぐらいのイメージでいか

なくてはいけないと思いますし、今までやり取り

をしていた教員の超過勤務の問題だとか、あるい

は障がい受容だとか、いろいろな制度の仕組みの

欠点と言ったらいいか、ゆがみと言ったらいいの

か、どう言ったらいいのだろうと思いますが、過

去で言う早期療育システムから外れてしまって学

校に来るお子さんが増えているような問題、こう

いった様々な問題に対応していく必要があるの

が、今コミュニティスクールの運営委員会にも求

められると思うのです。 

そうすると、やはりコミュニティスクールの運

営委員のある程度共通理解というか、基礎的な理

解をある程度つくっていく、育んでいく必要もあ

ると思うのですけれども、この辺の事業って、網

走市教育委員会って何か持っていましたか。 

○中野敏博学校教育課参事 コミュニティスクー

ルに関しましては、例年コミュニティスクールの

研修会というのを開催してございまして、そちら

で知識とか共通の認識というところに立つべく研

修会を開催してございます。 

○平賀貴幸委員 研修会の開催があるということ

を改めて確認させていただきましたが、先ほど養

護学校との連携も課題だという話がありました

ね。例えば、そこに養護学校のコミュニティス

クールのメンバーとか、あるいは養護学校の先生

とかもお誘いをして、一緒にやっていく中で課題

を共有していくところから一歩前進させるという

のはどうお考えですか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの研修会につ

きましては、参加人数というところですけれど

も、そういった関係団体、今、様々それだけでな

く、いろいろな方面で連携をしていますので、そ

ういったところへの周知というところについても

検討してまいりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ、そうしていただきたいの

です。養護学校のＣＳの中では、予算的に養護学

校から一般校に行くための予算が全然ないという

話をやはり聞いております。少ないのだと。だか
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ら、行きたくてもなかなか行けないという実態が

あると。８年前とは状況がやはり違うと思うので

す。 

特別支援教育が進んでいるはずなのに、予算措

置はうまくされていなくて。北海道の問題でもあ

るのですけれども、だからといって網走市の教育

委員会が何もしないという話にはならないと私は

思っていて、ならば予算をかけないまでも何らか

の形でつながりを太くしながら、お互いの人的交

流とか知識の共有とかをやはり図る。せっかく網

走市に養護学校があって専門的知見があるので、

そこをやはり図っていかないと、先ほど来申し上

げている学校の中で発達だとか様々な問題で思わ

ぬところで苦労するという先生たちの悩み解消

に、やはりつながらないと思うのです。ぜひ、そ

ういった取組をしていただきたいと思うのですけ

れども、いかがでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 養護学校との連携と

いうところでございますけれども、養護学校の先

生方には子供たちの学びの場の決定の場面でも御

協力いただいておりまして、連携をしてきている

ところでございます。 

実際に、このコミュニティスクールに関しまし

ては、その研修会ということももちろんですけれ

ども、平成31年から始まっているこの制度の中

で、そういった内容、知識、市民の皆様の認識と

いうところも含めまして、私どもも周知の方法で

すとか、養護学校の先生方に学んでいただける機

会の提供というところは、意を用いて取り組んで

まいりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ、今よりももっと連携が新

年度以降で進んでいくことを期待したいと思いま

すし、呼人の小中学校が小規模特認校になってい

て、あそこが根室のようにインクルージョン学校

になっても、私はいいのではないかという意識も

持っておりますし、養護学校とせっかく隣接して

いるので、そういった学校の存続の仕方も選択肢

としてはあると思っているものですから、ぜひそ

ういったことも視野に入れつつ、いろいろと取り

組んでいただければと思います。 

 以上です。 

○山田庫司郎副委員長 次、古都委員。 

○古都宣裕委員 決算書209ページ、スクールバス

ボックス撤去事業について、まず伺います。たし

か令和６年度10か所を撤去したと認識していたの

ですけれども、令和７年度は新しく整備を始めま

したが、撤去自体はこれで終わった上で新しく整

備しているという認識で間違いなかったでしょう

か。 

○里見達也学校教育課長 スクールバスボックス

撤去事業でございますが、今委員おっしゃられた

とおり、令和４年度から３か年の取組で、不要と

なる、不要あるいは危険となっている校外のス

クールバスボックス撤去を行いまして、３年間で

合計28か所撤去を完了しております。本年度につ

きましては、新たに地域等の要望の中で必要と思

われる２か所についての整備に着手しているとこ

ろでございます。 

○古都宣裕委員 わかりました。子供たちの安全

が確保できるように動いてくださっているという

ことでわかりました。 

次に、発達障がい児童・生徒相談支援事業に絡

めて伺いたいのですけれども、先ほど来ありまし

たけれども、生徒相談もそうですけれども、特別

支援員というところも含めて伺いたいと思ってお

ります。こちらは研修も行っているように事業評

価の中であったのですけれども、いまいち、特別

支援の生徒のところと、担任なさっている先生の

連携がうまく取れてないのではないかという事例

を耳にするのですけれども、原課としての把握は

どのようになっていますでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 今、委員おっしゃっ

たように、やはりいろいろなケースがあると教育

委員会としても把握しておりまして、やはり担当

する先生、また支援員のスキルアップに向けた研

修の促進を今図っているところでございます。 

○古都宣裕委員 そうした教室に通っている子た

ち、もちろんそこには専門の先生がいらっしゃっ

て、子供たちそれぞれの特性を把握されて、普通

学級でも授業を受けていますから、そうした中で

その先生の専門的なアドバイスを受けているにも

かかわらず、それがなかなか守られていないよう

な事例を耳にするのです。せっかく事業として取

り組んで進めている中で、そこの連携がやはりう

まくいかないということは、教えている先生のス

キルのところもあるとは思うのですけれども、や

はり子供たちの学ぶ中で、やはりその子に合った

学びをやっていけばもっと伸びる可能性があると

ころを押さえつけてしまっているのではないかな

というところが気になっていまして、その辺をも

う少し解消できるような何か取組というのは考え

ていますでしょうか。 
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○小中理司学校教育部次長 先ほどと同じような

お答えになってしまうかもしれませんけれども、

道教委等々では今大変いろいろなオンラインも含

めて研修事業が充実しておりますので、そちらへ

の参加促進をさらに図ってまいりますとともに、

今一度、各校の状況について私のほうでもしっか

り把握したいと考えております。 

○古都宣裕委員 ようやく最近ですけれども、そ

ちらの専門性が認められている中で、学校教員免

許を取るときに、もともとそうした専門性のとこ

ろというのがあまり重視されてきてなかった。近

年やはり上がってきた部分でそごがあるとは思い

ますけれども、その辺をしっかりと取り組んでい

ただきたいと思います。 

次に211ページ。先ほど来もありましたけれど

も、学力向上対策事業について伺いたいと思いま

す。こちら、平賀委員のやり取りの中でも出てい

たのですけれども、では何がつながっているのだ

といって、データをずっとやってきて取っている

と思うのですけれども、先ほど聞いていると、読

書が好きな方は国語能力が高いとかそうした知見

を得られているというところですけれども、それ

は長くやってきて、言い方悪いですけれども、

せっかく得られた知見というのはその程度です

か。これをやったことによって学力が上がってい

ますということが求められると思うのです。極端

な話、これがなくて学力がガクンと下がるとか、

そういうことがあるのかないのかというところで

いくと、今の話を聞く限りだと、そんなに差が出

るとは思えないのです。これはせっかくデータを

集めて、どうしたら学力を上げていけるかという

ことをやっていく事業なのかと思うのですけれど

も、その辺はどのように受け止めているのでしょ

うか。 

○小中理司学校教育部次長 先ほどは、顕著な例

として、読書のことも挙げさせていただきました

けれども、やはり何といっても根幹は授業になる

と教育委員会で考えております。 

それに向けては、全国的に著名な国語に関わる

先生を年間数回、網走市にわざわざ来ていただい

て、直接御指導していただくということをここ数

年来行っております。その結果もありまして、国

語については、小学校も中学校も学力が向上傾向

にありまして、中学校はとりわけ全国平均も超え

るような成果が今出てきておりますので、国語に

ついては、今のこの取組をさらに発展していきた

いと考えております。 

○古都宣裕委員 その対象というのは生徒なので

しょうか、教える側の先生になっているのでしょ

うか。 

○小中理司学校教育部次長 その御指導をいただ

くということでしょうか。教員です。 

○古都宣裕委員 そこは教える側のスキルアップ

が受け手の授業につながってくると思うので、

しっかりやっていただきたいと思います。 

続いて、その下の体力向上推進事業で子ども体

力づくりサポート事業というのがありまして、こ

ちらも北海道はやはり体力があまりないというの

が、毎年のようにデータを新聞等で見かけるので

すけれども、こちらがあることによって、どう

いった効果を得られていて、それの課題とか、こ

れからどうしていくというところがあるのでしょ

うか。 

○小中理司学校教育部次長 まず、この事業につ

いては、日体大の先生に来ていただいて、これも

教員研修となります。あと、市内の小中学校で模

範授業ということで、子供たちにも直接授業をし

ていただくことが年１回ですけれども行っており

ます。 

その結果については、成果については、種目に

よっては成果が現れてきている部分がありまし

て、例えば運動が好きだとか、シャトルランです

とか種目については全国平均を超えるようなもの

も出てきているのですけれども、柔軟性ですとか

俊敏性がちょっとまだ課題がある状況でございま

す。 

○古都宣裕委員 そうした評価項目とされている

ところのスキルアップっていうのは、多分それの

練習を積めば上げるのは容易なのだろうというの

は、簡単に想像できるところですけれども、そも

そもですけれども、運動が好きだと思ってもらう

のが前提なのではないかと私は考えておりまし

て、運動が好きであれば自分たちで動いたり、今

なかなかそういうのをしているのも見かけないで

すけれども、鬼ごっこだったりそういったことを

しているようなのが増えてくれればいいのかな

と。 

ただ、中にはやはり運動が苦手な方もいます

し、そうしたところの配慮の中で、いかに、でき

るできない、順位をつけたら、やはり下になって

しまっても、体を動かすこと自体は好きだとなっ

てもらうことが大切なのではないかと思うのです
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けれども、いかがでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 今、委員おっしゃっ

てくださったとおり、できるできないではなく

て、やはり、まずは楽しさを味わわせる指導、授

業、関わりが本当に大事だと認識しております。 

○古都宣裕委員 そこで学力向上で、先ほど言っ

ていたとおり、褒められているとやはり子供って

単純なので、やる気は出ると思うのです。できる

できないではなくて、やったことに対して褒める

ということは、子供は褒められたら、やはりうれ

しいので、やる気は出すと思うので、できている

子に褒めるということは普通のことだと思うので

すけれども、いかにできない子の中でいいところ

を見つけて褒めてやるかっていうのは結構大切に

なってくると思うので、よろしくお願いいたしま

す。 

次に、下段のほうの学校図書のところでちょっ

とだけ伺いたいと思うのですけれども、図書の鮮

度というのがあるというので理解はしているので

すけれども、一方で変わらずに普遍的に、この図

書は学習において必要であるものもあると僕は考

えております。極端な例かもしれませんけれど

も、僕が西小学校にいた頃に「はだしのゲン」と

いう漫画がありました。その当時、漫画を置いて

いるのがあまりなかったので、僕は読ませていた

だいたけれども、原子爆弾について学習できるも

のというのはなかなかない。そうした戦争のもの

というのはない中で大変衝撃を受けながら読んだ

のですけれども、一方でそうした図書を撤去しよ

うという動きもあるまちとかもあります。網走市

としては、そうしたところはどのようになってい

るのか伺います。 

○小中理司学校教育部次長 本市におきまして

は、内容等々で本を選別するということはないと

把握しております。 

○古都宣裕委員 多様な学習機会があるので、以

前、当市においても二千何年のラーメンだか何か

の図書があって問題になったこともあったと記憶

しているのですけれども、そういう鮮度が大事な

本当に学校図書として必要なものかというのが紛

れたりも過去あったところがあるので、そうした

ところもしっかりと見ていただきたいと思いま

す。 

次に入ります。213ページ、学校冷房設備整備事

業について伺います。こちらも先ほど来、整備し

たということだけはわかっているのですけれど

も、今年稼働に入りました。私が耳にしている中

で、扇風機等があったけれども、冷房が入ったこ

とによって扇風機等がなくなったという話も聞こ

えてきたのですけれども、その辺はどのようにな

りましたか。 

○里見達也学校教育課長 エアコンの整備が整い

ます。今の恐らく委員の話では、教室からという

ことではないかと推察をするところです。 

決して、エアコンを設置したから扇風機等を撤

去しますということではなくて、実際に使ってい

たものについては、今エアコンが入っていない特

別教室であるとか、あるいは別の部屋で有効に活

用していると把握しております。 

○古都宣裕委員 使っていただいているならいい

のですけれども、今、実稼働をした上での話に

なってしまうのですけれども、冷房がついたこと

によって、その周りの子たちは大変涼しく授業を

受けられるようになりましたが、一方で、そこか

ら遠い子たちはすごい日差しの中で、逆に窓を開

けていたほうが涼しかったという話も聞いて、で

は、どちらも稼働させて、涼しい風を全体に行き

渡らせるようにしなくてはいけないのではないか

と思ったのですけれども、その辺の話は入ってき

ていますか。 

○里見達也学校教育課長 いわゆる教室の中での

空調の風の当たり方というところだと思うのです

けれども、先ほどお話しした扇風機については、

サーキュレーター的な役割で使っている学校もあ

るように聞いております。また、同じ教室の中で

の温度管理については、先ほどもほかの委員の答

弁でも話したとおり、各学校の運用指針というの

を市教委で定めさせていただいた中で、効率的な

室温管理のために、例えばカーテンを使うである

とか、先ほどの空気の流れをつくるとか、そう

いったところもお願いをしておりますので、お子

さんの学習環境を適正な快適な環境に整えられる

ように、これからも運用していく考えでございま

す。 

○古都宣裕委員 学校の教室の向きとか、いろい

ろ条件はあると思うのですけれども、適宜運用し

ていただければと思います。 

次に、221ページ、学校給食の設備について伺い

ます。こちら、先ほど話の中で定員39名のとこ

ろ、令和６年度32名で最終的には年度内に36名ま

でということがわかった上で、応募も９名あって

男性が２名だったということ、そのうちの男性が
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２名で、５名採用の中には男性はいらっしゃらな

いということだったのですけれども、ということ

は、その前に、男性更衣室の整備をしたけれど

も、まだ一度も使われてない状況ということで間

違いないですか。 

○里見達也学校教育課長 委員のほうから過年度

においても、いわゆる共同調理場の更衣室に関し

て御質問いただいていたところです。 

今おっしゃられましたとおり、現時点におきま

しては、給食調理員に男性調理員の採用実績が残

念ながらございませんので、更衣室については男

性として使った実績はありません。 

ただ、そこの調理場に関しましても、いわゆる

女性の今勤務をされている調理員の中で有効的に

活用しているということでございます。 

○古都宣裕委員 有効的に活用というか、女性は

女性の更衣室がもともとあったと思うので、プラ

スアルファであるだけなのかと思うのですけれど

も、ここで気になるのが、応募９名で５名採用

で、そのうち男性２人だったけれども不採用と。

この男性２人に対して不採用になった理由の中

に、性別による不採用ということがあるのか、そ

うした理由で不採用になっているのか、それは関

係ない中で不採用になっているのか伺います。 

○里見達也学校教育課長 採用に当たりまして、

性別による判断というものはしておりません。 

○古都宣裕委員 それでしたらいいのですけれど

も、しっかりやっていただきたいと思います。 

次に223ページ、合宿誘致事業について伺いま

す。合宿自体はたくさん、網走にも来ていただい

て、本年からはＪリーグのチームも来たというこ

とですけれども、この誘致に関わって、どのよう

なところにどういった誘致を行っているのでしょ

うか。 

○大西広幸スポーツ課長 誘致活動につきまして

は、陸上に関しましては各種、全国で実施されて

いる競技会にお伺いして、スタッフの皆さんに御

挨拶させていただきまして、また網走合宿をよろ

しくお願いしますという御挨拶させていただいて

おります。 

また、ラグビーに関しましても、今後またシー

ズンが変わる可能性もございますので、その辺の

つながりを切らないためにも各チームにお伺いさ

せていただいて、一応、網走という名前を覚えて

おいていただくというところで御挨拶に伺ってお

ります。 

また、女子サッカーにつきましても、合宿に来

ていただいておりますので、合宿後とか機会を見

て御挨拶にお伺いしている状況にございます。 

○古都宣裕委員 では、こちらに関わっている予

算としては438万3,978円となっていますけれど

も、いろいろなところに御挨拶に行っている旅費

とか移動費ということの理解でいいですか。 

○大西広幸スポーツ課長 合宿誘致に係る旅費

と、あと大型バスの借り上げ料としまして、例え

ば東海大学のラグビー部ですとか、ホテルからグ

ラウンドまでの移送のバスの委託経費も、こちら

に入ってございます。 

○古都宣裕委員 それは合宿事業の補助ではな

く、合宿誘致のほうに入っているということで

しょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 そちらのバスの公費に

つきましては、こちらの合宿誘致事業の中で負担

させていただいております。 

○古都宣裕委員 そこでですけれども、合宿誘致

は大変いい取組だと、ずっとやっておりまして、

思ってはいるのですけれども、やはり合宿でにぎ

わう時期というのが、ちょうどお盆とかそうした

ところも含むことから、なかなか宿が難しくなっ

てくると。網走市の経済全体的に考えたときに、

少しずれた、またはそのシーズンを逆に、ずれた

シーズンが合宿シーズンに入るような、そうした

種目とかスポーツということだと、経済に余計に

寄与できるのではないかと思うのですけれども、

その辺の考えとしてはいかがでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 委員のおっしゃるとお

り、７月、８月、観光客も来られる繁忙期ではな

く、９月後半とか10月のいわゆる閑散期に来てい

ただくのが一番よろしいかと思うのですけれど

も、なかなか関東とか道外の方につきましては10

月ぐらいになると気温も落ち着きますので、なか

なか北海道でやるメリットがないと。高い交通費

をかけて来るメリットがないというところで、な

かなか合宿を実施していただけていない状況にあ

りますので、そちらに合宿来ていただければ我々

もそこは喜ばしいことですけれども、なかなか各

実業団等、団体については、なかなかその時期の

合宿は難しいのではないかと考えております。 

○古都宣裕委員 そこで、この温暖化だと思うの

ですね。今まで関東も、ようやく少し落ち着いて

きた兆しはありますけれども、つい最近まで30度

を超えているような状況だったわけです。そうな
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ると、そこを見ると今この北海道というのは過ご

しやすい、合宿に適した気温であると思うのです

けれども、いかがですか。 

○大西広幸スポーツ課長 確かに北海道のほうが

９月でも冷涼な気候であることには変わりはない

のですけれども、例えば陸上ですと、８月いっぱ

いまで網走で合宿をして、９月からは皆さん、菅

平のほうに集まって皆さん合宿をされています。

その後、どうしても駅伝シーズンとか始まります

ので、なかなか10月に北海道に来て合宿というの

はなかなか難しいと伺っておりますので、現状で

はちょっと、陸上に関してもラグビー、サッカー

に関してもちょっと難しいという認識ではおりま

す。 

○古都宣裕委員 実際に９月に入って、今、陸上

で例を言っていましたけれども、陸上の大学の箱

根で活躍しているようなチームが北海道でやって

いたりという話を耳にしていますので、いろいろ

な可能性というのは捨てずに、せっかくなので、

合宿誘致に生かしていただきたいと思います。 

次に下段、日体大屋内直線走路利用促進事業に

ついて伺いたいと思います。この11万9,700円とい

うのは、これは市内の学校とか、そうしたものが

利用させていただいたときにお支払いしている利

用料的なものの補助ということでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 そのとおりでございま

す。 

○古都宣裕委員 これは僕の記憶では、今、屋内

の直線走路ですけれども、もともと日体大ができ

るときに直線走路を整備して、一度も使わずにや

はり屋内型にするということで屋内に変えて、ま

たどちらに対しても市が補助金をすごく出してい

た記憶をしているわけです。 

そうした性質から見ると、利用料として、もち

ろん所有しているのは日体大ですけれども、使わ

せていただくときに市税を大量に投入したものに

対して、また利用料を払うというのが大きい金額

ではないかもしれないですけれども、いかがかと

私は思うのですけれども、原課としてはどのよう

に考えているのでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 屋内直線走路建設に際

しましては、その辺、市費等いろいろ入っての建

設とは思いますけれども、現状の所有者につきま

しては日本体育大学となっておりまして、我々は

現状貸していただく、学校で使っていない時間、

曜日とかに貸していただいている状況であります

ので、そこの使用料の負担は致し方ないのではな

いかと考えております。 

○古都宣裕委員 そうした経緯があるから、逆に

僕はその上で優先して市内の学校や何かを使わせ

てくれというわけではなくて、もちろん日体大の

生徒が使わないときに使わせてもらうというのは

大前提の中で、ランニングもある程度、そこまで

大きくはかからないと思うのですけれども、か

かっているのはわかっていますけれども、そもそ

も造るのに大量に市税を投入したことから、僕は

これはどうなのかと見ているのですけれども、そ

こは、出すのが適正だという理解でいるというこ

とで間違いないですね。 

○大西広幸スポーツ課長 私はそう考えておりま

す。 

○山田庫司郎副委員長 次、金兵委員。 

○金兵智則委員 それではまず、教育使用料につ

いてお伺いいたします。昨年度も聞いていますけ

れども、教育使用料が、当初予算に比べると350万

円ほど増えています。博物館とモヨロ貝塚は

ちょっと大きく伸びているのかと思うのですけれ

ども、この辺の評価というか、大きく伸びた理由

と評価についてお伺いしたいと思います。 

○伊倉直樹博物館長 教育使用料の関係で、モヨ

ロ貝塚館と郷土博物館、こちらが増えている要因

ということでございますが、まず全般的に新型コ

ロナウイルスの収束によりまして、観光客並びに

修学旅行など教育需要の回復があったということ

を前提に考えておりまして、これはモヨロ貝塚館

も郷土博物館も同じく同様のいい影響を受けた形

で、実際には対前年及び予算よりも増えていると

いうことで認識しております。 

○金兵智則委員 そうだと思うのですが、令和５

年度もコロナの影響から回復してきたという答弁

をもらっているのです。そこからまた１年たって

いるのですけれども、決算額、令和５年度と比べ

てもさらに伸びているというところをどう評価さ

れているのかと思ったのですけれども。 

○伊倉直樹博物館長 先ほどお話ししました修学

旅行以外に、例えば市民向けのモヨロの体験とか

土器作りとか、そういった体験や活動が大分普及

してきたということも、一つ増加している大きな

要因と考えております。 

○金兵智則委員 とても面白いことをいっぱいや

られているのです。もっと広く周知ができれば、

もっといい結果につながるのかと思うのですが、
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どうですか。 

○伊倉直樹博物館長 今、委員お話しのとおり、

最近は、種々いろいろな工夫をしながら活動を

やっておりまして、実際には市のホームページや

ＳＮＳ、それから折り込み等で、そういった周知

に努めているところでございますけれども、さら

なる周知の工夫をして、より多くの方に親しんで

いただけるような施設にしていきたいという考え

でございます。 

○金兵智則委員 期待しております。 

美術館のほうですけれども、美術館はその年そ

の年のイベントという言い方が正しいかどうかわ

からないですけれども、事業の内容によって収入

が大きく変わってくるというのは理解しているの

ですけれども、令和６年、美術館としては使用料

を踏まえたときにどういった評価なのかお伺いし

てもよろしいでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 美術館でございますが、

前年度、令和５年度から令和６年度にかけて使用

料が下がっておりますけれども、令和６年度に関

しましては著名な作家でなかったということと、

それから令和５年度の川瀬巴水展、観覧者数が

2,692人に対しまして、特別展の平田隆宏展に関し

ましては347人、遠藤彰子展に関しましては384

人、企画展の総数でも4,267人と2,269人で減と

なっております。 

これは川瀬巴水さんの当時のテレビの影響です

とか、そういった周知のこともございます。著名

なものが出てくると、やはり観覧者数が増えまし

て、しかも、前年度観覧者数プラス観覧料が800円

一般、去年の展覧会では500円ということですの

で、そのような減額となったようでございます。 

○金兵智則委員 観覧料にも差があるということ

ですし、資料のほうにも企画展示事業の観覧者数

を明記していただいておりますので、僕はしっか

りと取組をされているということで、この数字が

増えた減ったではなくて、きちんとそれぞれの事

業について来ていただいているということを評価

したいとは思っているところであります。 

あとは、市民会館の使用料が、当初予算に比べ

てですけれども、これもそれなりに多いのです。 

令和５年は美術館の観覧者数が増えたので駐車

料金が増えましたということがあったのですけれ

ども、令和６年度は多分ちょっと違った理由なの

かと思うのですが、その辺いかがでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 市民会館の使用料につき

ましては、予算に対しまして決算額が130万円ほど

増額しております。 

主な理由としましては、駐車場収入が予算500万

円に対しまして、決算額が612万3,000円というこ

とで、当初見込んでいた収入よりも112万3,000円

ほど伸びたと。 

その理由としましては、10月、11月の利用が特

に多くて、年間を通じて台数が、一般利用が870

台、近くの病院の利用が170台ほど増えておりまし

て、そこら辺で、美術館の企画展と連動した形で

増えたというのではなくて、市民の一般利用が昨

年は増加した結果により、112万円ほど駐車場収入

が予算を上回っているということで分析しており

ます。 

○金兵智則委員 10月、11月が特に多かったとい

う答弁をいただいたと思うのですけれども、この

とき何かありましたでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 民間のコンサートもあっ

たことが一つ要因としてありますが、一般利用が

増えたということは、市内の飲食店の利用ですと

か、そういったことも増えたことの一つの要因と

しても考えられますし、また、市民会館の駐車場

の利用が増えている一つ原課としての考え方です

けれども、市役所が近くにできまして、周りにコ

インパーキングがなくなって、月ぎめ駐車場に変

わったことによって、市民会館を利用する一般利

用者が増えたのではないかなという考え方も持っ

ております。 

○金兵智則委員 わかりました。そうしました

ら、駐車場収入は今後も少し多めに推移をしてい

くといったイメージでいいのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 原課としましては、増え

ていくという想定はしていませんけれども、今

後、現状を鑑みて、600万円程度の推移でいくので

はないかと考えています。 

○金兵智則委員 わかりました。喜ばしい。収入

が増えますので、いいことなのかと思うのですけ

れども、それでは市民会館の駐車場以外の部分、

ホール関係はそれほど大きくは変わっていないと

いう理解でいいということですね。 

○湯浅崇社会教育課長 決算ベースでは、予算に

対しましてホールの利用が14万円ほど収入は増え

ております。これはコンサート等の利用が増えた

ということで判断しております。 

○金兵智則委員 わかりました。先ほどのお話で

いけば、網走市内のコインパーキングがなくなっ
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て、市民会館のところに集中しているということ

もあり得る、関連性があるという話でしたけれど

も、そうなってくると今後のまちの方向性とし

て、市民会館の在り方も考えていく必要があると

思うのです。市民会館をどうするということも検

討していかなくてはいけないと思うのですけれど

も。 

それに、これが影響されるとは言わないのです

けれども、市民会館はいろいろと今検討に入って

いるはずですけれども、令和６年度でいけばどの

辺までいっていると思いますか。 

○湯浅崇社会教育課長 市民会館の今後の方向性

については明確には定まっていない状況ではござ

いますが、令和５年度に社会教育委員の意見書が

出されていますので、それらを踏まえて今後、在

り方を市の財政状況等も鑑みながら検討していく

時期に差しかかりつつあるかと認識しています。 

○金兵智則委員 差しかかりつつあるという、ま

だ入っていないということですね、早い話。そう

いうことなのだと思います。別件ですけれども、

高規格道路という話も聞こえてきていますので、

それらも加味しながら検討していかなくてはいけ

ないのかと思っています。 

次に移ります。次は教職員研修事業ですけれど

も、211ページにあります。これは当初予算に比べ

て大幅に増えているのですけれども、この理由っ

て何でしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 教職員研修事業、こ

ちらの執行額の増要因というところでございます

けれども、令和６年度の実績としまして、学力向

上フォーラムへの講師の招聘ですとか、全日本教

育工学研究協議会、こちらは東京都で開催されて

おりますけれども、そちらに研修目的での参加を

してございまして、こちらの費用によって増額し

ているところでございます。 

○金兵智則委員 内容については大きくわかりま

した。令和５年度に比べて、この研修事業の費用

額が2.5倍ぐらいになっているのですけれども、そ

れってなぜでしょう。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの事業でござ

いますけれども、授業力・指導力向上に向けた研

修というところから始まっておりますけれども、

昨今この数年に関しましては、先進地の視察、優

れた道外の学校に率先して学びに行くというとこ

ろに取り組んでおりまして、その影響もあって増

額しているものでございます。 

○金兵智則委員 それだとよくわからなくなるの

ですけれども、令和６年度、全日本教育工学研究

協議全国大会に東京に２名派遣されているので

す。令和５年度でいけば青森県に４名派遣してい

るはずです。人数半分になっているのですけれど

も金額2.5倍ぐらいになっているのです。なので、

多分違う部分での増額だと思うのですけれども、

違いますでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 申し訳ありません。

説明が不足しておりました。 

こちら、令和６年度に関しましては、東京都の

研修、工学研究会のほかに同じく東京都で開催さ

れておりますＩＣＴを活用した授業実践、こちら

を網走市の取組を全国的に発表する場であります

ＥＤＩＸ東京というイベントにブースを構えて出

張しておりまして、そちらの費用もあることから

旅費が増額しているところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。それで、協議会

への派遣は、もっと多くの方が行ってくれればい

いのかと思ったのですけれども、これは４名から

２名というのは金額の問題でしょうか。行ける先

生方がいらっしゃらなかったのか、その辺の理

由って何でしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらにつきまして

は、先ほどのＩＣＴの授業実践の報告をする東京

都のＥＤＩＸ東京でございますけれども、こう

いったものに関しましては、まず最もその研修、

技能に優れている先生を各学校と協議の上で人選

をしてございまして、現状ではその人員のみの派

遣となっているものでございます。 

○金兵智則委員 研修に行った方と発表された方

はイコールだという今の説明はよかったですか。 

○中野敏博学校教育課参事 おっしゃるとおりで

す。 

○金兵智則委員 わかりました。それで、研修に

行かれた先生方が、ほかの先生方へどのように還

元をしているのかについて御説明いただいてもい

いですか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの学校現場、

市内への還元、研修成果の還元というところでご

ざいますけれども、こちらにつきましては学力向

上フォーラムであるとか、各種市内の先生方の研

修の際に必ず報告をいただきまして、市内での展

開を図っているところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。 

もう１点、先ほど来いろいろありました特別支
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援教育に関しても研修事業ってやられているのだ

と思うのです。いつも予算立てをしているのです

けれども、決算ゼロだというところなので、一応

その理由について先に説明いただけますでしょう

か。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの特別支援研

修会でございますけれども、話にございました子

供たちの学びの場の決定であります就学相談、教

育相談に関する研修を内容としておりまして、市

内のそちらに取り組まれている先生を講師として

お招きしていることから、執行額としてはないも

のでございます。 

○金兵智則委員 参加状況というのはどういった

感じでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらにつきまして

は、特別支援委員会、教育支援委員会に在籍して

いる先生方、こちらは一般の教員の方々で19名い

らっしゃるのですけれども、そのうちの１名が講

師の方、残りの18名のうち、令和６年度に関しま

しては17名に出席をいただいております。 

○金兵智則委員 令和６年度、参加者15名ではな

くて17名で間違いないですか。 

○中野敏博学校教育課参事 17名で間違いござい

ません。 

○金兵智則委員 それってエコーセンターで９月

に行われた特別支援研修会の話ではない。違うこ

とですか。 

○中野敏博学校教育課参事 ９月に行われたもの

でございます。 

○金兵智則委員 令和６年９月３日、エコーセン

ターで参加者15名で中央小の先生を講師に行われ

た特別支援教育研修会ではなくて、17名の参加で

すか。事務点検・評価報告書の11ページにはその

ように書いてあるのですけれども、そうではなく

て、これは17名の参加だったということですね。 

○山田庫司郎副委員長 暫時休憩します。 

午後１時55分休憩 

午後１時58分再開 

○山田庫司郎副委員長 休憩前に引き続き、再開

いたします。 

質疑を続行します。 

金兵委員の質疑に対する答弁から。 

○高橋善彦学校教育部長 今、金兵委員からの御

質問がありました網走市教育委員会事務点検・評

価報告書の中身の11ページ中段ですね。 

教育支援教育研修事業の参加者数ということ

で、先ほど参事から17名という答弁をさせていた

だいたところ、こちらのほうには15名と書いてい

るという御指摘でございますが、正確には17名と

いうのが正しくて、事務点検・評価報告書の記載

が誤っておりますので、こちらは教育委員会とし

ての訂正をさせていただきたいと思います。大変

申し訳ございませんでした。 

○金兵智則委員 わかりました。これは多分もし

かするとあれですね。たしか、その会には養護学

校の先生が２人入っていて、昨年で言えば養護学

校の先生も２人も含まれていて、１人どうしても

都合がつかないで16名という答弁があったので、

それを考えると養護学校の先生も入れば17名と

いったような感じだと思うのですけれども、その

18名の協議会でしたか先生方というのは継続され

ている先生方でしょうか。年度ごとに先生方って

各学校で替わっていくものでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 そちらの先生方につ

きましては、異動等により替わることももちろん

ございますけれども、校内の体制によって学校か

ら選出される先生は替わる場合もございます。 

○金兵智則委員 そうでしたら、例年やっている

ことは、替わることもありますので研修内容的に

は同様のことが行われていくのか。ホップ、ス

テップ、ジャンプではないですけれども、少しず

つ中身を深くしていく研修になるのか、これは同

様の先生が行っていただいていますので、それは

どのように捉えたらいいでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの研修の内容

でございますが、基本的には同じ内容でございま

す。 

ただ、例年、毎年１年１年、子供たちの学びの

場、学籍の決定に際しましては、保護者の方から

の相談を受ける内容とか、こちらの対応を含めま

して、それぞれ例年の知見がためられております

ので、そういったところの前年の反省とか今後の

改善点というところも含めた研修の内容となって

おります。 

○金兵智則委員 わかりました。 

この特別支援の研修ですけれども、協議会のメ

ンバーでなければここには参加できないというこ

とですか。この研修会、もっと広く多くの先生方

に聞いてもらえたらいいのにと僕は考えるのです

けれども、その辺はそういう考え方にはならない

のですか。 

○中野敏博学校教育課参事 原則としましては、
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それぞれその日１日の開催となっておりますの

で、学校から出ていただける数にも限りがあるの

かとは思いますけれども、この研修を受けられた

後には、校内にその研修の内容ですとか、学びの

部分を共有していただくことで取り組んでおりま

す。 

○金兵智則委員 そうなのだと思うのですが、多

分直接聞くのとは、さっきの職員研修は東京とか

に行かなくてはいけないので、何人でもいいので

行かせてあげてくださいとはならないと思うので

す。予算もあることなので。ただ、市内ででき

て、時間の関係上、仕事の関係上、なかなか制限

があるのかもしれないですけれども、先ほど参事

がおっしゃっていたとおり、担当は、今、特別支

援を担当していなくても、次年度、特別支援の担

当になる可能性もあるわけです。例えば一般のク

ラスを持っている先生のクラスに、特別支援の方

が所属している可能性だって多分にあるわけで

す。そうなったときには、やはり直接自分の耳で

聞いて目で見て感じてもらうことはとても重要だ

と、毎年言っているのですけれども一向に変わら

ないのです。変わらないのですけれども、そう

いった考え、方向性は難しいことなのでしょう

か。 

○中野敏博学校教育課参事 委員のおっしゃると

おり、特別支援教育という部分には、子供たちの

接し方とか学びを進めていく上で、非常に慎重な

難しい対応を求められることも多々ございます。 

こちらに関しましては、特別支援教育に対する

研修というものは、例えば道教委などで実施され

ている研修、こちらは全教員を対象として開催さ

れているものもございますので、そういったとこ

ろの機会も活用いただきながらということにはな

るのですけれども、私どもの実施している特別支

援研修会の在り方という部分については、今いた

だいた御意見を基に、今後についても内容ととも

に検討してまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 何か無理を言っているなら申し

訳ないと思うのですけれども、特別支援の担当の

先生、コーディネーターの先生だったり、実は皆

さんそれぞれ個人ですので、考え方に差というの

か思いの部分で違ったりするのですよね。同じ話

を聞いて伝えたことが、大本の先生が言ってい

る、本当に思いのまま伝わるのかどうか、実はと

ても難しい作業だと思うのです。そういったこと

を考えたときに、やはり参加してみたいという先

生がいらっしゃるのであれば、門戸を広げてほし

いと思います。 

次の質問に移ります。 

○山田庫司郎副委員長 金兵委員の次の質問に入

る前に、ここで暫時休憩をいたします。 

再開を２時15分とします。 

午後２時４分休憩 

午後２時15分再開 

○栗田政男委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

金兵委員の質疑の途中です。 

○金兵智則委員 それでは、日体大屋内直線走路

利用促進事業についてお伺いします。当初予算か

ら見るとちょっとへこんでいるので利用が少な

かったのだと思うのですけれども、利用の状況に

ついてまずお伺いします。 

○大西広幸スポーツ課長 令和６年度の日体大の

屋内直線走路の利用につきましては、回数で言い

ますと18回、延べ人数が210名の利用でした。令和

５年度につきましては、35回423名となっておりま

す。 

減少の原因としましては、網走の高校２校が利

用していたのですけれども、片方１校が跳躍系の

選手しかいない状況になりまして、屋内直線走路

を使う練習がなくなったりというところで、冬期

間の利用を取りやめたため、約半分程度に減少し

ております。 

○金兵智則委員 わかりました。今の説明だと、

令和６年度、高校が二つあった分の一つしか使わ

なくなったという答弁だったと思うのですけれど

も、取組実績には２団体とあったのですけれど

も、もう一つはどこになるのですか。 

○大西広幸スポーツ課長 市内の中学校が１回利

用しております。 

○金兵智則委員 わかりました。これはやはり

造ったときの経緯からしても、もっと利用しても

らう必要性があると思います。 

令和６年度の事務点検・評価報告書には、実は

課題がこれまでと違って詳しく載っているので

す。僕もよく聞く、トイレがない。なので、使え

ない。鍵も開けてもらわなくてはいけないので、

日体大に人がいるときしか使えないという課題が

そのまま載っているのですけれども、これはやは

り課題解決に向けて取り組んで利用を増やして

いっていただきたいと思うのですけれども、いか

がでしょうか。 
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○大西広幸スポーツ課長 課題としては直線走路

から寄宿舎に、トイレを利用する場合に行かなけ

ればなりませんので、移動距離もありますし、そ

こは不便をかけているとは思っておりますが、ト

イレがないことで直線走路を利用していないとは

我々は考えておりませんので、現状、トイレがあ

ればいいに越したことはないのですが、なかなか

日体大ともいろいろと協議を進めているのです

が、現状で使用してほしいというお言葉もいただ

きましたので、今のところそのように進めていき

たいと考えております。 

○金兵智則委員 トイレについてはわかりまし

た。 

鍵の施錠のタイミングというのもなかなか難し

い課題ですね、これ。これは多分できた当初か

ら、そのような答弁をずっといただいていたので

すけれども、その辺についてはどうなのですか。 

○大西広幸スポーツ課長 鍵につきましても、日

体大の職員の方がいらっしゃるときというよう

に、どうしても限られてしまうので、そちらにつ

いては手法についていろいろ協議はしているので

すけれども、なかなかいい解決策が見つかってお

りませんが、もう一度、今後も協議を続けて、寄

宿者には誰かしら職員がいらっしゃるはずですの

で、その辺うまく協議して、鍵の受け渡しとかし

ていただけるように協議していきたいと考えてお

ります。 

○金兵智則委員 様々技術は発展していますの

で、デジタルで番号を押したら開くとか、それを

１回１回毎回変えればいいわけで、ずっと同じ番

号にしているから、その後危なくなってしまうわ

けで、毎回変えればいいのです。そういったこと

もできます、費用はかかるのでしょうけれども。

これができて、どれくらいたちましたか。 

○大西広幸スポーツ課長 我々の直線走路の支援

事業を始めたのは平成29年から支援はしておりま

す。 

○金兵智則委員 ８年かかって、まだその課題が

解決されないって、どうなのでしょう。利用促進

するための事業ですものね。利用促進に対して課

題はずっと同じ課題なのです。トイレの話にし

たって、鍵の話にしたって。８年かかってもまだ

解決していない。また協議します。もういいかげ

ん何とかしませんか。 

○大西広幸スポーツ課長 そこは所有者である日

体大との協議になりますので、そこはもう一度協

議してまいります。利用促進というところで、昨

年度から定住自立圏の方にも利用していただこう

というところで、そちらに対しても助成する形を

取っておりますので、そういう形で利用が増えて

いただければと考えております。 

○金兵智則委員 何にしても使いやすくしないと

使わないのです。幾ら、分母を広げたって使いや

すくなければ使わないので。トイレも寄宿舎があ

るのでと言っていますけれども、一番トイレに困

るのは実は女子生徒です。女性競技者は、男子校

ですから、日体大って。寮のトイレへ行けばいい

と言いますけれども、そういった視点は実は抜け

ていて、なので、トイレは何とかしてなくてはい

けないのではないかという視点なのですけれど

も、そういうことって今まで検討したことありま

したか。 

○大西広幸スポーツ課長 女性がというところの

視線で検討したことは今までございませんでし

た。 

○金兵智則委員 利用促進ですから、何回も言い

ますけれども。利用しやすくする。団体でなくて

は使えないとか、いろいろあるのです、条件が。

そこをどんどん、ちゃんと改善をして、使いやす

くして利用促進しなくてはいけない事業なのに、

この範囲の中で使える人は使ってくださいとしか

見えないのです。もう８年ですから、できて。課

題も８年間ずっと一緒です。来年度には何とか

なっていると理解したいと思いますが、いかがで

しょう。 

○大西広幸スポーツ課長 何とかなるという確約

は今ここでできませんが、できるだけ利用促進で

きるように進めてまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 何とかできるという確約はもち

ろんできないのでしょうけれども、やろうと思っ

たら進むのです。検討しています検討しています

で、ずっと進められても困るので、ちゃんとした

結果をお願いしたいと思います。 

次に事務点検・評価報告書の34ページ、中学生

高校生の自習室開設。これは多分、特に予算が立

てられている事業ではないと思うのですけれど

も、大変好評な事業ですが、令和６年度ちょっと

実績が大きく減ったかと思うのですけれども、そ

の辺の理由についてはどのような状況でしょう

か。 

○湯浅崇社会教育課長 エコーセンターの中高生

の自習室開放の実績でございますが、令和６年度
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につきましては、前年度を100名ほど下回っている

状況となっております。 

内容としましては、高校生の利用が大きく減っ

たことが一つ要因として考えられていますが、詳

しい状況については分析しきれておりません。 

○金兵智則委員 決算でその言葉を聞きたくな

かったと思うのですけれども。 

高校生が少なくなったからというのは数字から

見たらわかるのです。中学生の量が46％に増えた

ということは倍に増えているので、その分、高校

生が減っているというのはわかるのですけれど

も、例えば開けられた部屋の数が少なかったとか

物理的な理由があるものなのか、テストに合わせ

てという感じなので、テストの日程がずれたと

か、そういう日程設定を間違えたという理由があ

るのか、そういった面では何か理由はわからない

ものでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 １回の利用が、昨年は１

日平均10名ということでした。失礼しました。令

和５年度は10名ということで、令和６年度につい

ては５名という平均値が出ておりまして、約半数

に減ってしまったところですけれども、委員御指

摘のとおり、恐らくテストに合わせて、これは開

放しているものですが、利用者が少ないというの

は、図書館を利用すると、こちらの利用者が減る

ということもありますので、全体的に開放した部

屋の利用者が減ったのですが、高校生が減ったと

いうことは、恐らく図書館利用が増えたのか、も

しくは自宅で学習する人が増えたのかということ

で、はっきりとした原因はちょっとわからないで

す。申し訳ございません。 

○金兵智則委員 予算がかかっている事業ではな

いので、そこまではあれですけれども、この事務

点検・評価報告書でいけば、開放する部屋が満席

となった場合は、必然的に図書館で学習する学生

が増えることかなというところがあったのですけ

れども、図書館的にはその辺って何か把握されて

いたりするのですか。 

○佐々木修司図書館長 テストの期間とか近くな

りますと、やはり中学生高校生、たくさん図書館

に来まして、時には席が足りなくなって、席を仮

設で増設したりという対応していまして、結構利

用されている中高生がいるのは把握しております

けれども、それのみをカウントしていることは

行っていないので、勉強している高校生が特別増

えたのかというのはちょっと把握しておりません

が、入館者数自体は図書を利用しない入館者、学

習される学生さんも含めて、例えばお子さんと一

緒に来られる方ですとか、暑いときですと、ただ

涼みに来られる方ですとか、そういったものを含

めまして来館者数が増えているのは確かでござい

ます。 

ちなみに来館者数でいきますと、５年度が８万

9,314名だったものが９万5,529名という形で増え

ている状況にございます。 

○金兵智則委員 図書館に勉強だけしに来ている

人のカウントは無理だというのは徐々にわかって

いますので、雰囲気はどうなのかと思ったので

ちょっとお伺いしてみましたけれども、図書館の

ほうで席をつくっているということもあるという

答弁だったので、それであれば、もしこの日程に

合致したのであれば空いている部屋はありますよ

ということで勧めてあげるのも手かなとあるので

すけれども、図書館で、この日程とかって把握さ

れているのですか。 

○佐々木修司図書館長 過去の経験上と言います

か統計上から混雑が予定されている日にちを大

体、試験から推定しまして、その旨の表示いつい

つは混雑が予定されていますというのを表示もし

ていますので、ある程度混むだろうということを

把握の上で席も増やしてみたり、学習で利用され

る方もいますし、見ていると団体で部屋を借りて

勉強されている、料金が安いということで、利用

している高校生も見かけましたので、そういった

形で勉強されているのかと思っています。 

○金兵智則委員 わかりました。厚意で行われて

いる事業だと理解していますので、これを減った

から増やせとかということではないのだと。これ

は開放することに意味があると思いますので、そ

れ以上はないのですけれども。 

ちなみに中学生利用が増えたということで、た

しか、どこどこ中、誰々と名簿に記載をもらって

いるということを去年答弁をもらっていたので、

これやはり中学生は二中生がほぼという理解でい

いのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 中学生の利用の割合です

けれども、全体的に中学生の利用のパーセンテー

ジから言いますと、一番多いのが令和６年度に

限っては第三中学校で22％、続いて第一中学校で

16％、その次に第二中学校で３％、第五中学校で

２％という状況となっております。 

○金兵智則委員 遠くから行っているのだと思い
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ました。 

わかりやすくしてもらったらいいのかなと。図

書館でもそれだけ混んでいるという状況があるの

であれば、貼り紙の一つでも貼らせてもらうとか

いうこともあってもいいのかと思いますので、子

供たちが使いやすいようにしていただけたらと

思っています。 

次にですけれども、先ほどもありました部活動

関係についてお伺いしたいと思います。まず、部

活動指導員配置事業、先ほどもありましたけれ

ど。どこにどのようにということで、取組実績に

ついては先ほども答弁あったと認識しているので

すけれども、ごめんなさい、さきにあったら大変

申し訳ないのですが、要望というものが来ていた

のかどうか、来ていたのであれば、どこからどう

いう競技でというところについてお伺いしてみた

いです。 

○中野敏博学校教育課参事 活動指導員に対する

学校からの要望というところでございますが、こ

ちらにつきましては、令和６年度新たに要望とい

うのは私どものところには聞こえておりません。 

令和６年度途中まで任用されておりました第二

中学校の野球部に関しましては、その前年度から

話のあった方で令和６年度取り組んでいただいて

いたところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。指導員の配置に

ついては要望がなかったと。 

要望というのは毎年度、各学校に要望の確認は

されているのでしたでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 要望につきまして

は、毎月の学校長との校長会とか様々な機会に校

長先生、教頭先生などから学校から寄せられてく

るものでございまして、一律に私どもから要望を

確認しているところではございません。 

○金兵智則委員 機会を経て、要望は聞いている

と理解をしたいと思います。 

あと、それから部活動あり方検討事業ですけれ

ども、結局、令和６年度ではどういうことがわ

かって、どうしていこうとなったのか、簡単でい

いので説明してもらってもいいですか。 

○中野敏博学校教育課参事 令和６年度、少年団

に関するアンケートを実施しております。 

それと私どものほうで様々、検討協議会など御

意見をいただきまして、やはり進展させるための

一番の課題というところは、練習場所の確保、指

導者の方の確保、そしてクラブチームとして活動

していくためにかかる経費、こういったところが

最も大きな要因で、地域のクラブの方々、特にア

ンケートに御回答いただいた団体からは、そう

いった条件がクリアされれば、地域移行、地域展

開に対する協力はしてまいりたいという回答が多

く寄せられておりました。 

○金兵智則委員 やはり先ほどもいただいた答弁

ですね、指導者、場所、経費が確保できればと。

でも、それって部活動地域移行するには２年もか

けなくても最初からわかっている課題ですね。こ

れは２年かけて、また改めて、この課題の洗い出

しをしなくてはいけなかったのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの取組に関し

ましては、なかなか思いどおりに進んでいない、

皆様の御期待にも添えていないところは認識をし

ております。 

令和７年度、今年度からになりますけれども、

令和６年度のこの結果を踏まえまして、地域クラ

ブの方々との協議のほか、また、網走市の地域ク

ラブ、地域展開の受皿となっていただける意向を

持つ団体に対しまして、網走市の地域クラブとし

て認定し、支援をしながら、共に進展させていき

たいという取組を考えております。 

○金兵智則委員 先ほど石垣委員からもありまし

たけれども、これは単純に２年間無駄にしました

ね。だって、地域移行の課題って、この三つです

よ。そんなのアンケートを取らなくたって最初か

らわかっている話ではないですか。それを２年か

けて、これを洗い出したのですよ。本当に無駄で

すよ。２年前、中学校１年生だった子はもう卒業

します、来年度。何をやっているのですか。そも

そも。そのできる競技から進めていく、地域クラ

ブと協議していく、こんなの令和５年度にできた

話ではないですか。令和５年度の途中だって話が

まとまれば令和５年度の途中からだってできた話

ですよ。何を２年かけてやっているのですか。な

ぜ、こんな状況なのですか。これは申し訳ないで

すけれども責任問題ですよ。この２年間、お金を

かけて最初からわかりきった課題を２年かけて、

この課題がわかりましたって堂々とこんなところ

で答弁されて。わかりますか、言っていること。

当たり前ですよね、この課題、三つとも。地域ク

ラブになったら、それが必要だろう。いろいろな

場面でいろいろな議員が言ってきた話を、改めて

ここでまたしますか。おかしくないですか。おか

しくないですかという質問です。 
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○高橋善彦学校教育部長 今、金兵委員のおっ

しゃったとおり、令和５年度からこの事業を始め

てまいりまして、今までアンケートなどで、今

言った課題を洗い出してきたところではございま

すけれども、昨年度につきましては、少年団、関

係団体とのアンケート、これによって、要は受皿

となっていただけそうなところも把握できたとい

うのが一つございますし、また先ほど参事から答

弁をさしあげたとおり、それが今年度につながっ

ている認定制度といいますか、そういったものに

も今取り組んでいこうという形で考えているとこ

ろです。 

今御指摘のあった２年間無駄になったのではな

いかというのは、返す言葉もないと言ったらあれ

なのですけれども、そのとおりかと思います。実

際、進捗状況といったところは、非常にこちらと

しても取組として遅いものがあったのかと認識し

ておりますので、先ほどもありましたように、な

かなか市民の皆様にも、この事業がどのように進

んでいるのかというところが見えてきていない部

分、保護者、子供たちもそうですけれども、今後

そういった部分に関しまして、もう少し、情報を

しっかりと発信して、網走市としてどういう方向

感でいくのかというところを改めて示していきた

いと考えているところでございます。 

○金兵智則委員 今の答弁でよくわかりました、

２年間が無駄だったということが。 

令和５年にできる話です。令和５年に受皿に

なってくれますかというアンケートを取れば、令

和５年度には結果が出ているのです。方向性を決

められましたし。情報発信をしていきます。情報

発信することがなかったからできないのです、

はっきり言えば。本当に子供たちの１年２年って

大事なものを、はっきり言って網走の教育委員会

が潰してしまったのですよ、２年間。これはもう

真摯に反省をしていただかなくてはいけないと思

います。やっとできる競技から進めていくとい

う。他のまちではもうやっています、こんなの２

年前から。網走のやっていることがじれったくて

しょうがないから民間クラブではどんどん始まっ

ているではないですか、自分たちで立ち上げて。

民間クラブを作りますと言って、集まってきてく

ださいと言って、載っていますね、いろいろなと

ころに。本当にこれは反省してください。子供た

ちの２年間って本当に大きいです。２年前、部活

に夢を持っていた子供たちは、もう引退していま

すから。教育長、これは十分に反省してもらわな

いと困ります。教育委員会が丁寧に進めたと言い

ますけれども、全く無駄にしただけです。これは

ちゃんと反省してください。いいですか。 

○木野村寧教育長 今の委員の意見については重

く受け止めて、今後進めていきたいと思いますけ

れども、クラブ移行については進んでいませんけ

れども、子供たちが部活動で活動を続けることが

できたのではないかと私は思っております。 

ただ、その次のステップへの段階がまだ全然進

めていないというのは言われたとおりかと考えて

います。 

○金兵智則委員 何かちょっといま一つわからな

かったのですけれども、部活動を続けることがで

きた、学校で部活動ができたという意味なのかな

と。学校の部活動がなくなって続けられないから

こそ、外に求めていっているのですよ。それを網

走市では形づくれなかったにもかかわらず、その

２年間で部活動に所属できましたって、諦めた子

だって絶対いるのですよ、この２年間で。それを

認識していないのだったら、この先もうまくいか

ないですよ、教育長。今のそういう意味はおかし

いです。どうですか。 

○木野村寧教育長 子供たちの活動の場所をしっ

かり保障していくということは大事だと思います

ので、今の御意見をしっかり受け止めながら、部

活動から次にクラブ移行に向けて進めていきたい

と思います。改めて、そのように回答させていた

だきます。 

○金兵智則委員 しっかり進めていっていただき

たいと思いますけれども、できる競技から進めて

いくというところで何かもう見えている部分はあ

るのですか。 

○中野敏博学校教育課参事 今年度、現在、一部

スポーツクラブと協議している中で、実際に地域

展開の受皿として活動していく意向を持っている

団体との話を進めているところでございます。 

先ほど御答弁さしあげましたクラブ登録制度と

いうものを支援の一つとしながら、そういったク

ラブの運営に対して取組の支援をして展開を進め

てまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 この２年間を経て、令和７年度

も今年度やっていますので、それらを踏まえて、

令和８年度からは何らかの地域移行が行われる

と、何かの競技で何らかの活動が行われるところ

が見えていると考えていいのでしょうか。 
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○中野敏博学校教育課参事 令和８年度からとい

うところ、まだ確定しているものではございませ

んけれども、実際に中学校の部活動と地域クラ

ブ、こちらが完全に令和７年度をもって、例えば

その種目を、部活動は終わって、令和８年度から

地域展開するというところになりますと、現在の

部活動に所属している方々の問題もございますの

で、そこの時期に関しては検討協議が必要かと考

えておりますが、可能な限り早い段階での展開を

進めてまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 できない理由を述べるのではな

くて、どうやったらできるかということを考えて

もらいたいと思います。 

次の質問に移ります。別冊で資料ももらってい

るのですけれども、スポーツ褒奨金、体育文化振

興事業補助金関係ですけれども、たしか令和６年

度まではスポーツ少年団の活動、スポーツ振興褒

奨金事業については、何て言えばいいのですか

ね、宿泊費と言えばいいのかな。交通費、宿泊費

というのが分かれたような計算がないので、明記

の仕方としては参加人数と金額しかない、出せな

いという考えでよかったでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 委員のおっしゃるとお

りでございます。 

○金兵智則委員 ということは、来年度同じ資料

を要求したときには、体文振のほうで出ているよ

うな交通費、宿泊費、参加料といった形で、比較

がちゃんとできる資料に変わってくると考えてよ

ろしいでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 令和７年度からは、交

通費に加えまして宿泊費と参加料を支援しており

ますので、その辺の内訳を出して提出したいと考

えております 

○金兵智則委員 それともう１個ですけれども、

文化芸術振興褒奨金事業というものもあります。

中学校は体育と文化が一緒になっているので、

ちょっとスポーツのほうに偏ってしまっていたの

かと思うのですけれども、この文化芸術振興褒奨

金事業というのは、スポーツ課が行っているス

ポーツの褒奨金と同等の扱いになっているので

しょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 文化芸術振興褒奨金事業

についてでございますが、昨年度スポーツ課のほ

うで、体文振等の検討を踏まえた中で、若干褒奨

金の制度を変えておりますが、文化活動につきま

しては、他市町村からの参加者も多数いるという

こともありまして、内容については、以前のス

ポーツ課の褒奨金制度と同額のままとしておりま

す。 

○金兵智則委員 そうなってくると、文化だけは

ちょっと不利が出てしまう。公平感に欠けてしま

う形になってしまうのかと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 褒奨金のあたる金額とし

ては若干少なくなる点はございます。 

ただ、この文化芸術振興褒奨金につきまして

は、高校生以外にも社会人にも対象としておりま

して、そこら辺を踏まえた中で今後検討していき

たいと思っております。 

○金兵智則委員 スポーツ褒奨金だって一般の方

は対象になっていますよね。そうしたら今の答弁

だと理由にはならなくないですか。ごめんなさ

い。なっていますよね。スポーツ褒奨金も一般の

方は対象になっていませんでしたでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 一般の方も全国大会以

上の大会につきましては褒奨金の対象となってお

ります。 

○金兵智則委員 では、翻って文化のほうはいか

がでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 失礼しました。先ほどの

答弁の内容に誤りがありまして申し訳ございませ

ん。文化のほうも基準を見直して検討したいと思

います。 

○金兵智則委員 令和８年度からスポーツ褒奨

金、体文振、そして文化褒奨金、全て公平な部分

で対応いただけるということになると思うので、

可能であれば来年度からは、この資料に文化も加

えてもらったほうがわかりやすいかと思うのです

けれども、いかがでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 資料のほうに加えたいと

思います。 

○金兵智則委員 わかりました。それと最後に、

本当に最後にもう一点ですけれども、この体育文

化振興事業補助金ですとか、スポーツ褒奨金、文

化褒奨金ですけれども、近隣市町村の状況という

のを把握されていますでしょうか。どなたが代表

でも構わないので。 

○高橋善彦学校教育部長 近隣町の状況でござい

ますけれども、事務レベルの担当者会議などがご

ざいますので、これにつきましては、種々議論を

しているところで、様々な各町で助成制度が違う

といったところが、今いろいろと問題になってお
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りまして、事務レベルの中でも合わせられればい

いねという話も確かにございます。 

というものも、やはり、網走市から別のまちに

行っている子もいれば、そうではなく網走市に来

てもらっているという子もいますので、そういっ

たところで同じチームに入っていながら、支援方

法が違うというのもやはり問題ですねという話を

担当者レベルではしているところではございます

けれども、今、そこに関して統一的な形でやって

いきましょうという、まだ結論は出ておりません

けれども、今後やはり部活動の地域展開だとかを

含めますと、そういったところは必要ですねとい

うことで、今ちょっと近隣町とはお話をしている

ところでございます。 

○金兵智則委員 そうなのですね、おっしゃると

おりです。午前中、石垣委員からもありましたけ

れども、網走市民が３人しかいないのに全部出す

のですかという質問もあったのですけれども、実

はこれは逆もあって、網走市から外のほうに通っ

ている子については、その外の市町村で払っても

らっている形もあるのですけれども。 

一つだけ細かいお話をさせてもらえれば、近隣

市町村に自家用車での交通費も支給しているとこ

ろがあるのです。キロ37円という計算、これは多

分、役所の皆さんの規定と同じだと思うのですけ

れども。そうなったときに、個人競技になれば、

例えば引率者の車に乗って行くとなったときに、

そのまちでは出るのです。ただ、年度が変わって

進んでいくと、そのうち乗っているのが、その町

民でなければ払いませんと言われるのです。例え

ば、２人乗せていこうが４人乗せていこうがガソ

リン代は一緒ですけれども、例えば４人のうち２

人だけ町民であれば町民分しか出さないですと言

われるのです。 

翻って残りの２人が網走市民だとして、網走市

に戻ってきたときに、網走市には自家用車での交

通費の申請はないので、申請はできなくなるので

す。 

例えば、そっちの町でバスを出してもらえば、

そこで全額出してもらえる、もしくは、そこはそ

の分だけカットすることも考え始めているので、

その部分は網走市から本当は補塡してあげなくて

はいけないのですけれども、そういった仕組みが

今ないので、網走市の場合は網走市から全部出し

ています。ただ、近隣の町によっては出してくれ

ないところもある。やはり、ここのすり合わせと

いうか穴埋めの部分がうまいことできていかない

と、先ほど、だから網走市民が３人しかいないの

に全額出すことに対して、僕は逆のパターンも

知っているので、それは致し方ない部分もあるの

かと考えるのですけれども。ただ、網走の市民の

方々が本当にこれを納得してくれるかどうかとい

うと、なかなか難しいところもあるかと思うの

で、その辺はやはり近隣市町村の中で、様々なパ

ターンのすり合わせをしながら、そこの穴埋めが

きちんとできるような体制を今後つくっていかな

くてはいけないかと、先ほどそういう答弁だった

と思うのですけれども、もう実際、網走市が始

まっていないので、案外ちょっと遅めになってい

るのかもしれないですけれども、始まっていると

ころは地域移行をやれるところからやっていると

ころが多いので、そういう課題が出てきているの

で、やはりそれに向けて、そこについても早急に

一緒に地域移行と併せてやっていってほしいと思

うのですけれども、いかがでしょうか。 

○高橋善彦学校教育部長 おっしゃるとおり、部

活動地域展開と含めまして、子供たちへの支援の

在り方というところも、近隣町と協議をしてまい

りたいと考えております。 

○金兵智則委員 子供たちが諦めることのないよ

う、スポーツを続けていけるよう、文化活動を続

けていけるよう、やはり大人がきっちり支えて

いってほしいと思っています。 

 以上です。 

○栗田政男委員長 次、永本委員。 

○永本浩子委員 それでは、成果等報告書の65

ページ、大学給付型奨学金について。先ほども質

問はありましたけれども、この大学給付型の奨学

金ですけれども、多分、令和３年度からのスター

トだったかと思います。この令和３年度に奨学金

をもらって、大学、専門学校等に進学された方た

ち、もしかしたら今年の３月に最初の卒業生が出

ているのではないかなと思いますけれども、その

辺はどうなのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの大学給付型

奨学金でございますけれども、令和３年度に事業

が開始されまして、その年に最初の奨学生が決定

しております。給付自体は令和４年度からという

ことになりますので、来年、令和８年３月に初め

ての卒業生が出る状況でございます。 

○永本浩子委員 そういった形で、今年ではなく

来年３月ということになるかと思いますけれど
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も、この奨学金を頂いて、大学なりに通われて卒

業した、その方のその後の動向とかは、市のほう

とか、また寄附してくださった方にも、そういっ

たものが伝わるような仕組みができているので

しょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの奨学金でご

ざいますけれども、今年度初めての卒業生が出る

予定でございますが、基本的には毎年度成績証明

を頂いておりますが、このたび初めて卒業生が出

られますので、そこに関しましては、御本人また

寄附者の意向などとその辺りを考慮しながら、で

きる限りそういった成果というのは何らかの形で

共有できたり、外に出していけるところがあれ

ば、そういったところも検討してまいりたいと考

えております。 

○永本浩子委員 ぜひその辺のところ、この奨学

金に関しては、もらったから、その後、網走に

戻ってこなくてはいけないとか、そういった縛り

は一切ないわけで、社会に有意な人材として活躍

してもらいたいという趣旨で行われている奨学金

ではありますけれども、やはり寄附してくださっ

た方の御厚意でここまでやれた、そしてこういっ

た形で社会人として活躍していく、していってい

ることがまた伝わってくることはとても大事なこ

とではないかと思いますので、ぜひ令和８年３月

卒業に向けて、そういったところの仕組みも少し

考えていっていただければと思います。 

また、去年の質問のときにもありましたけれど

も、この奨学金、寄附というものを原資としてい

るわけですので限りがあり、令和９年の募集が一

つの境となって、この令和９年に奨学金を頂いた

方が卒業する令和13年まで、令和10年からの募集

はないという形になるのかと思うのですけれど

も、そういった認識でよろしかったでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 委員のおっしゃると

おり、現在の認識としては令和９年の募集が最後

と考えてございます。 

その辺りはどうしても寄附者の方の御意向とい

うところになってくるのですけれども、その辺り

の事業の終了ですとか今後の取組というところも

寄附者の方それぞれと皆様と検討の上で進めてま

いりたいと考えております。 

○永本浩子委員 本当に、こういう今までの返済

型ではなく給付型ということで奨学金を受けて、

経済的な理由でやはりせっかく才能なり学力があ

るのに進学できないと諦めていた方たちが、これ

によって新しい道が開けているということは、と

てもすばらしいことだと思いますし、できれば、

その後もこういった給付型の奨学金が続けられれ

ばと思うところです。 

金額的にも年間で1,000万円ちょっとということ

で、何か無理かもしれないですけれども、例えば

ふるさと納税を活用したり、１人の方の寄附だけ

でなく、いろいろな方の寄附を募っていくとか、

そういった形とかも何か考えられないのかと思う

ところですけれども、そういったところはどのよ

うな認識でいらっしゃいますか。 

○中野敏博学校教育課参事 こちらの給付型奨学

金の継続という問題でございますけれども、私ど

もとしましても大変すばらしい事業であると認識

をしております。 

そういった中で、いかにそれを継続していくか

というところに関しましては、様々財源の問題で

すとかございますので、この場でというところは

難しいですけれども、こういったよい取組、そし

て子供たちのためになる取組というところですの

で、その辺りはまた様々検討課題があると思いま

すけれども、そういったところにも気を配りなが

ら取り組んでまいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ、よろしくお願いいたしま

す。 

続きまして、67ページの魅力あふれる授業づく

り事業についてお伺いいたします。まず、予算現

額78万円に対して44万4,000円という決算額でした

けれども、かなり使われなかった不要額があるの

かと思いますが、その辺のところをお伺いいたし

ます。 

○中野敏博学校教育課参事 決算乖離の部分につ

いてでございますけれども、こちらの魅力あふれ

る授業づくり事業に関しましては、各市内小中学

校におきまして開催されております公開研究会、

こちらへの講師の招聘ですとか、そういったとこ

ろの経費がメインとなってございます。 

決算額につきましては、当初想定していたより

も実際に講師招聘に要した費用が少なかったため

というところでございます。 

○永本浩子委員 ということは、事業自体は当初

どおり執行されたということかと思います。少な

くて済んだのはよかったと思います。 

 ただ、令和５年からの新規事業になっているか

と思いますけれども、令和５年も中央小、白鳥

台、南小学校で、全く同じ先生で令和６年も行わ
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れておりますけれども、ほかの小学校はどうなっ

ているのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 令和６年度、５年度

に関しましては、書いてあるとおり、同じ学校に

同じ先生に来ていただいたという状況でございま

す。 

○永本浩子委員 ほかの小学校というのは、こう

いった取組は今後してはいかないのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 令和７年度につきま

しては、ほかの小学校中学校に展開しておりま

す。 

○永本浩子委員 また、全く同じ先生で２年続け

てということで行われておりますけれども、これ

はどういったメリットを考えてこういったやり方

になっているのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 来ていただいている

先生方は、本当に中央の今の学習指導要領をつ

くったり動かしている大変著名な先生方になりま

して、その先生方から直接御指導を受けるという

のは、これからの新しい授業づくりに向けて欠か

せないということで、数年間継続させていただい

ております。 

○永本浩子委員 そうしますと、この後も同じよ

うな形で、この先生方も継続してやっていただく

ということでよろしかったのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 そこら辺につきまし

ては、先ほど来話題になっております全国学力・

学習状況調査の結果も踏まえながら分析しまし

て、今来ていただいている先生がどちらかという

と、国語や総合的な学習の時間の御専門の先生に

なりますので、今後についてはもしかしたらほか

の教科にも視野を広げて検討してまいりたいと考

えております。 

○永本浩子委員 わかりました。 

ここで公開研究会と、南小学校に関しては研究

会という表記になっておりますけれども、内容が

やはり違うということでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 名称は異なりますけ

れども基本的な中身は一緒になっておりまして、

該当の学校の先生方の授業公開、そして来てくだ

さった講師の先生の講演という大枠は変わりあり

ません。 

○永本浩子委員 ぜひ、先生たちの力がついてく

れば、子供たちにも大きな影響が出てくると思い

ますので、継続してやっていただきたいと思いま

す。 

続きまして、いじめ対策事業についてお伺いい

たします。いじめ対策事業も決算額約1,000万円減

額になっておりますけれども、この理由はどう

いったところでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 いじめ対策事業の決

算額についてでございますけれども、こちらに関

しては、二つの調査委員会の運営に関しまして係

る経費となってございまして、その実際にかかっ

た金額が予算に対して少なかったということでご

ざいます。 

○永本浩子委員 実際にかかった金額が少なかっ

たということは、どういうことで少なくなったの

でしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 具体的に申し上げま

すと、調査業務に当たられている調査委員の方の

調査業務に対する報酬といいますか委託料の部分

が、当初見込みよりも実際の作業時間が少なかっ

たという実績の結果、決算額が少なかったもので

ございます。 

○永本浩子委員 作業時間が少なく調査の結果が

まとまったということで、いいほうに捉えていき

たいと思います。 

実績ですけれども、その調査というよりも、実

績のほうは細かい実績が様々載っておりますけれ

ども、例えば、いじめ防止啓発資料の作成とあり

ますけれども、この資料の内容と活用方法という

のは、どういった形で活用されたのでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 いじめに関する指導

資料とか、あと子供たちの子ども会議で作ったポ

スターとか、そちらに活用させていただいており

ます。 

○永本浩子委員 資料というのはどういった方た

ちに配られているのですか。チラシというか。 

○小中理司学校教育部次長 基本的には子供たち

等々になろうかと思います。 

○永本浩子委員 小中学生に配られたということ

で。 

また相談カードの配布というのもありますけれ

ども、これは１年おきに小学１年生、３年生、５

年生と中学１年生、３年生ということで、１年お

きにしている理由というのは何かあるのでしょう

か。 

○小中理司学校教育部次長 今、保護者、家庭に

いろいろな配布物がある大変多い中で、紙のもの

を若干減らしている傾向がございます。デジタル

で配信できる部分もありますので、実際このよう
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な相談窓口については、子供たちのアプリや保護

者向けのアプリも通して配信しておりますので、

そういうことも受けまして、紙については隔年と

いう状況でございます。 

○永本浩子委員 視察に行った寝屋川市等は、自

治体としてもいじめ対策の窓口を持っている関係

もあって、毎月、全小中学生に相談カードを配布

して、何かあったらすぐここにという対策も取っ

ておりまして、そういったところも、もしかした

ら大事な部分になるかとも考えたりもしておりま

す。 

また、いじめ相談報告アプリも導入していると

いうことで、紙ベースのものとアプリと両方ある

かと思いますけれども、紙のものによる相談、ア

プリのものによる相談というのは、どれくらい来

ているのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 それぞれ相談という

ところでございますが、まず、いじめ相談報告ア

プリの実績についてでございますが、令和６年度

こちらのアプリを通して寄せられた相談といいま

すのが370件でございます。 

また、紙、相談カードですけれども、こちらに

つきましては相談先の電話番号ですとか連絡とい

うものが記載されているカードでして、実際に紙

によって相談が学校ないし教育委員会に届けられ

るということはないものと認識しています。 

○永本浩子委員 そうしますと、掌握しているの

はアプリを通した相談件数ということだと思いま

すけれども、その相談内容とか対応が確実に防止

につながったのかというところはどのような認識

でしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 いじめ防止というと

ころでございますけれども、実際にこのアプリで

すとか、直接、先生やカウンセラーの方に相談が

行く場合も当然ございまして、そういったより多

くのチャンネルを用いて、相談したいときに、い

つ相談したくなっても相談できるという体制をつ

くっているところでございます。 

そういった中で、学校、家庭児童・教育相談室

などとも連携しながら、未然防止と対策に取り組

んでおりまして、一定の効果が現れているものと

認識しております。 

○永本浩子委員 そのアプリ等を通じて相談する

きっかけ、そういったところが大事になるかと思

いますけれども、一方で不登校等も増えていると

いう現状がありますので、そういったところをも

う少し角度も変えながら対応していく必要もある

かと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 おっしゃるとおりで

ございまして、子供たちが本当に学校に行きたく

ない、行けないという場合に、いかにして社会や

家族、大人とつながっていくかというところが大

変重要であると考えております。 

そのための組織として、いじめだけではなくて

不登校に関しましても、学校をはじめ私どもや関

係機関と連携して、相談やＳＯＳの芽を取りこぼ

さないような体制の構築に意を用いて取り組んで

まいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 やはり、子供たちを取り囲む大

人たちの対応というのもとても大事な部分だと思

います。そうした中で、今回いじめの事案があり

ましたけれども、被害者の方たちに話を聞いたと

きに、もちろん子供同士のいじめた加害者側とい

うこともありますけれども、意外とそのときに対

応してくれた教師の言葉や言動、行動等に傷つい

たということをたくさん聞かせていただきまし

た。 

人によって、いじめに対する古い先生と新しい

先生、また自分がいじめを経験してきた先生と、

そうでない先生、様々違いがあると思いますけれ

ども、教職員対象のいじめに関する研修会を継続

的に持っていく、また視察に行った先等では、い

じめに関する勉強会のリーダーが先生の中でいま

して、そのリーダーが研修会の内容を持ち帰っ

て、自分の学校ではどのように具体的にやってい

くのかというところまで昇華させているところも

ありましたけれども、こういった取組に関しては

どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○小中理司学校教育部次長 今、教えていただき

ました情報は大変参考になりました。 

本市としましては、教育委員会のほうから各校

の校長、教頭に対して、各校の教員に指導すべき

内容を具体的に示しまして、各校において検証を

行っている状況でございます。 

さらに、これでよしとはせず、繰り返しなが

ら、またそういう先進的な取組をされている市や

まちの状況も勉強させていただきながら、さらに

より実効性のあるものにぜひしていきたいと考え

ております。 

○永本浩子委員 ぜひ、私たちも視察に行って初

めてこんなことをやっているのだというので、驚

いたり感動もしたり、状況も違うのかなと思った
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りしておりますけれども、やはり先生方も代表に

なるかと思いますが、先進的な取組をしていると

ころを、ぜひ直に視察していただいて、肌で感じ

ながら変えていっていただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

また、いじめ等にも関わりますけれども、次の

ページの学校教育専門相談員配置事業ですけれど

も、これも１名の校長経験者の方かと思いますけ

れども就いていただきまして、また新たな角度で

の対策にはなっているかと思います。 

ここで、先ほどの質問では、何件解決したかと

いうことに対しては、なかなかお答えづらいとい

うことでしたけれども、例えば、いじめ・不登校

児童生徒及び保護者からの相談対応ということが

ありますけれども、これは何件ぐらい相談の対応

があったのかというのを掌握しているのでしょう

か。 

○中野敏博学校教育課参事 学校教育専門相談員

の相談を受けた件数でございますけれども、こち

らに関しましては、当課で現在、数に関しまして

は押さえておりません。 

ただ、日々、本当に学校から様々な相談が寄せ

られておりまして、そのたびに学校への指導と

か、先生方へのアドバイス、関係機関との連携の

対応とか、様々な子供たちに配慮しながら相談に

当たっている状況でございます。 

○永本浩子委員 本当に、この実績の内容を見る

と、そういう相談対応から、学校関係機関との情

報共有、要保護児童対策地域協議会、個別ケア会

議を通じた学校への指導・助言の実施ということ

が書かれてありまして、１人では本当に全小中学

校に対応していくのは大変なのではないかと私は

正直思っているところですけれども、この辺は、

例えばもう１人増やしていくとか、そうするとま

た相談し合いながらやっていけることもあるかと

思いますけれども、どうなのでしょうか。 

○中野敏博学校教育課参事 委員のおっしゃられ

たとおり１人で対応しておりますけれども、相当

に業務量、相談件数とか対応に時間を割いている

状況でございます。 

実際に今後、どうやってその体制を維持してい

くか、よりよい体制で相談に乗っていくかという

ところでございますけれども、今年度より、網走

市専任のスクールカウンセラーの任用ですとかス

クールソーシャルワーカーについても配置をして

おります。 

こういった教育委員会内の各種専門家に加えま

して、子育て支援課をはじめ、児童生徒に関わる

多くの部署と連携をしながら対応に当たってまい

りたいと考えております。 

○永本浩子委員 確かに少しずつ重層的に配置も

していただきながらよくなってきているというの

は本当に実感しているところですので、より一層

また力を発揮していただくためにも、どういった

取組が必要なのか、もしもう１人、例えば補助的

な形でも同じ校長経験者という方でなくても、い

てくれれば助かるということだったら、そういっ

た角度もぜひ考えていっていただければと思いま

す。 

続きまして、多文化共生推進事業についてお伺

いいたします。この取組はとても大事な取組だと

私も思っておりまして、インターナショナルフェ

スタ、実際私は行けなかったのが残念だったので

すけれども、民族衣装だとか、その国のお料理の

紹介だとか、いろいろな角度で取り組んでいただ

いたかと思います。その後、例えば、このイベン

トのときだけではなく、その後も何かつながって

いっているとか、つながっていけるような取組を

しているということはあるのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 令和６年度、初めてこの

事業を開始したわけですが、令和６年度に市内在

住のスリランカの御家族に参加していただきまし

た。そのお母様が、その年の小学生を対象とした

国際体験事業の講師を務めていただくなど、つな

がりが持てたというのが一つ成果としてございま

すが、今後、参加される方々に、いかに市民の方

とつながりを持つか、また地域の団体などと連携

を図るかというのが一つ課題としてありますの

で、ここら辺を継続して取り組みながら、いろい

ろな角度で検討していきたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ、アンケートの中にも、市

民の方との接点がないということも一番に挙がっ

ておりましたので、せっかくやったイベントを通

して、その後も何らかの形でつながって接点が持

てるような取組もぜひ考えていっていただければ

と思います。 

また、先ほどのアンケートの中でも、災害時の

対応ということも挙がっておりました。私も代表

質問の中でも、災害のとき、私たちもともと網走

に住んでいる人間だと、避難場所がどこどこの小

学校と言われたら、あそこねとすぐわかりますけ

れども、海外から来ていただいた方にとっては、
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それがどこにあるのか、どうしたらいいのかとい

うのがわからない。網走は比較的災害が少ない地

域ではありますけれども、全く地震を経験したこ

とがないとか、津波の経験、私たちもありません

けれども、そういった国もあるかと思いますの

で、災害時の対応とか避難場所を実際に回って確

認してみる取組も、総務防災のほうとも連携をし

ながらになりますけれども、そういった取組も大

切なのではないかと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 委員に御指摘いただきま

した点につきましては、今後、総務防災課とも協

議を図りながら、どのような形が外国人の方に

とっていいのか検討して対応していきたいと思い

ます。 

○永本浩子委員 ぜひ、これからもどんどん外国

人労働者の方等も増えてくるかと思いますので、

お願いいたします。 

また、このバスツアーですけれども、応募総数

が52名あって抽選で27名に絞ったということかと

思うのですけれども、この予算が53万1,000円で、

決算額31万5,000円ですと、約22万円の不要額が出

ておりますけれども、この22万円を残すのだった

ら、バスをもう１台、２台で行ってもよかったの

ではないかなと思うところですけれども、いかが

でしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 予算に対して決算額がか

なり20万円ほど残ったのですが、こちらにつきま

してはイベントのインターナショナルフェスタを

開催するに当たりまして、当初、市単独で行う予

定だったのですが、途中からＪＩＣＡが一緒に協

催する形になりまして、ここで印刷経費とか、

ブースに払う委託料をＪＩＣＡのほうで一部負担

していただいたということがありまして、予算額

に対しまして決算額が減ったものでございまし

て。 

バスにつきましては当初予算どおり１台を貸し

切ることで、定員30名ということで行っていまし

て、実際は27名だったのですけれども、そこで３

名欠席がありまして、結果的には27名になりまし

た。 

バスにつきましては、今考えれば２台にして

も、この予算が余った部分でしてもよかったかと

思いますので、今後、今年開催するに当たっては

様々な予算状況を鑑みながら、参加人数を検討し

ていきたいと思います。 

○永本浩子委員 本当に後になってみればという

ことはたくさんありますし、そういったＪＩＣＡ

の部分もあっての不要額ということで、了解いた

しました。とてもいい取組で始めたばかりですの

で、様々な点を次の課題に生かしながら、ぜひ多

くの外国人の方たちに網走で生き生きと生活して

いただけるように取り組んでいっていただきたい

と思います。 

続きまして、69ページの芸術文化合宿推進事業

ですけれども、これも100万円ほど少し不要額が出

ておりますけれども、これはどうした理由だった

のでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 こちらの事業につきまし

ては、基本的には芸術文化合宿実行委員会への補

助金と、あとプロモーションに係る経費というこ

とで予算を計上しておりまして、芸術文化合宿実

行委員会の補助額が最終的には245万円となりまし

た。 

こちらにつきましては、当初予定していた額よ

り100万円ほど下がったわけですが、理由としまし

ては、予算計上していたときには、８団体で最大

人数、何人来るか何泊できるかというのを最大で

見込んで予算計上しておりましたので、結果とし

て全員が来られなかったり、泊数が減ったという

ことで、決算乖離が生じたものでございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。８団体来て

いただきまして、304名ということですけれども、

具体的にはどんな団体が来ていただいたのでしょ

うか。 

○湯浅崇社会教育課長 この事業につきまして

は、平成25年から取り組んでおりまして、例年１

団体から４団体程度行っておりましたが、昨年度

につきましては８団体ということで、過去最高の

団体数と人数の受入れに至っております。 

内容としましては、昨年は大きな団体では京都

大学の交響楽団が２泊３日で合宿をしていただい

て演奏会をしていただいたり、旭川商業高等学校

の吹奏楽部が59名で来ていただいて演奏会をして

いただくなど、そういった団体があったことと、

あと加えまして、昨年は札幌大谷大学の美術学科

に、北海道教育大学の岩見沢校の油彩科コースの

方々ということで、新たに岩見沢の生徒さんも来

ていただきまして増えたのと、あと写真部連盟と

いうことで、学生写真部連盟の合宿が昨年新たに

加わったということで８団体に増えています。 

○永本浩子委員 本当に８団体、今年もかなりい
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ろいろとすばらしいところに来ていただいている

ようですけれども、本当に原課の努力の賜物では

ないかと。かつてスポーツ合宿ということで、網

走も売っておりましたけれども、スポーツ合宿も

もちろんですけれども、こうした芸術文化の合宿

も力が入って盛り上がってきていて、すばらしい

ことだと思っております。 

そしてまた、この市民交流事業として行われて

おりますけれども、子供たちとの交流というのは

どんな角度で行われたのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 この芸術文化合宿の一つ

の受入れ条件としましては、市民交流とか成果を

市民に発表してもらう機会を必ずセットとして

行ってもらうことを条件としております。 

子供たちの交流としましては、昨年は京都大学

交響楽団では市内の小中学生が一緒に演奏すると

いう場面も設けさせていただきましたし、また、

旭川商業高校の吹奏楽部と市内中学生も一緒にス

テージで合同演奏するようなことをさせていただ

きました。またさらに、８団体目となりました北

海道文教大学の国際交流センターの留学生の方々

の合宿につきましては、エコーセンターの事業と

連携しまして、子供たちが留学生から直接海外の

文化や風土などを学ぶ機会を調整したということ

で、子供たちとの連携も十分図るよう工夫をして

おります。 

○永本浩子委員 そういった取組は、私もとても

大事な取組だと思っております。一流のところと

いうか、そういった方たちと子供たちが直に触れ

合うことが、その子一人一人にとって将来大きく

生きてくるかと思いますので、これからもしっか

りその辺のところを留意して取り組んでいただけ

ればありがたいと思います。 

最後に70ページの漕艇競技艇整備事業ですけれ

ども、今回４艇購入をされたということですけれ

ども、今までのスポーツ合宿のメニューにプラス

して、この漕艇競技というものも合宿の誘致とい

うところに加えられてくるのではないかと、新し

い展開が見えているかと思いますけれども、この

合宿の誘致というのは今まで当たった実績とかは

あるのでしょうか。それとも、これからというこ

とでしょうか。 

○佐藤潤一スポーツ課参事 ボート競技、ローイ

ング競技における合宿の誘致という点につきまし

ては、網走で開催されたインターハイもありまし

て、その中には日本のトップクラスの競技の関係

者等がいましたので、御挨拶はさせていただいて

おります。 

そのほか、網走市の高校生、毎年のようにイン

ターハイであったりだとか、国スポであったりと

かに参加をしていまして、高校の先生がボート協

会の役員をやっている方というのもありまして、

先生に協力いただいて、合宿誘致のチラシ等を関

係者にお渡しいただいているという活動は現在し

ております。 

○永本浩子委員 今から、そういった形で動いて

いただいているということで、めどとしてはいつ

ぐらいから実際に誘致ができる感じでしょうか。 

○佐藤潤一スポーツ課参事 実際、６年度に購入

した艇につきましては、現在、国スポで使ってい

る艇と同一仕様のものを購入しております。 

実際、その合宿として、北海道選抜チームの合

宿が今年８月に２回行われております。そのほ

か、日本のトップクラスの実業団、別の場所での

北海道合宿だったのですけれども、その際に網走

市に寄っていただいて、高校生への指導を含めた

中で、今回この新しい艇を使っていただいてとい

うことで、そういった面のアピールを含め、実業

団とのつながりも今後できるかなと期待しており

ます。 

○永本浩子委員 本当に北海道で、漕艇の国体等

を開くのは無理不可能だと言われていたところを

網走市でそれが行えたということは、とても大き

な一つの因になって、このようにつながっている

かと思っております。今後もやはり、ぜひボート

のほうも、合宿、また大会誘致等に力を入れてい

ただいて、子供たちの成長にも、また市の活性化

にもつながっていけばと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

私のほうからは以上で終わらせていただきま

す。 

○栗田政男委員長 ほか、ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは以上で、本日の日程であります認定第

１号中、教育委員会所管分の質疑を終了いたしま

す。 

 理事者の皆様には、長期間にわたり誠心誠意、

審査に御協力をいただきましたことを心から御礼

申し上げます。ありがとうございました。 

 再開は、審査取りまとめのため、明日午前10時

としますから、御参集を願います。 

 なお、取りまとめに当たりましては、認定また
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は不認定などの賛否についてと、総括的な御意見

及び附帯意見を付すか否かについて御発言いただ

きたいと思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 本日は、これにて散会といたします。 

 御苦労さまでした。 

午後３時29分散会 


